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謝
霊
運
の
「
賞
心
」
の
受
容
と
変
容

―
―
『
文
選
』
所
収
の
作
品
を
中
心
に
―
―

中

木

愛

は
じ
め
に

前
稿[

１]

で
は
、
従
来
解
釈
が
定
ま
っ
て
い
な
い
謝
霊
運
の
「
賞

心
」
の
語
に
つ
い
て
考
察
し
、
「
山
水
を
め
で
る
心
」
で
は
な
く
、

す
べ
て
「
わ
が
心
を
知
る
人
、
真
の
理
解
者
、
知
音
」
の
意
味
で

あ
る
こ
と
、
そ
れ
は
伯
牙
と
鍾
子
期
の
故
事
か
ら
生
ま
れ
た
「
知

音
」
（
「
賞
音
」
）
の
語
の
系
譜
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ

た
。「
賞
心
」
の
語
は
、
永
嘉
左
遷
の
際
、
都
と
の
隔
絶
を
嘆
く
場

面
に
初
め
て
現
れ
た
あ
と
、
理
想
の
交
友
像
を
表
す
こ
と
ば
と
し

て
謝
霊
運
の
文
学
に
定
着
す
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
唐
代
の
詩
に
は
、
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に
「
め
で
る
心
」

の
意
で
用
い
ら
れ
た
例
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。

・
康
楽
愛
山
水
、
賞
心
千
載
同
（
康
楽
は
山
水
を
愛
す
、
賞
心

、
、

千
載
同
じ
）

劉
長
卿
「
題
蕭
郎
中
開
元
寺
新
構
幽
寂
亭
」

（
『
全
唐
詩
』
巻
一
四
九
）

・
花
月
方
浩
然
、
賞
心
何
由
歇
（
花
月

方
に
浩
然
た
り
、
賞
心

、
、

ま
さ

何
に
由
り
て
歇
き
ん
）

つ

韋
応
物
「
灃
上
与
幼
遐
月
夜
登
西
岡
玩
花
」

（
『
全
唐
詩
』
巻
一
九
二
）

謝
霊
運
に
お
い
て
「
真
の
理
解
者
」
を
表
し
て
い
た
「
賞
心
」

の
語
は
、
い
か
に
し
て
「
め
で
る
心
」
の
意
味
へ
と
変
容
し
て
い

っ
た
の
か
。
謝
霊
運
の
あ
と
「
賞
心
」
の
語
を
用
い
た
の
は
、
江

淹
、
謝
朓
、
沈
約
、
虞
羲
、
任
昉
、
何
遜
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
江

淹
の
二
首
、
謝
朓
の
一
首
、
沈
約
の
一
首
が
『
文
選
』
に
収
め
ら

れ
て
い
る
。
以
下
、
可
能
な
限
り
時
系
列
に
沿
っ
て
考
察
し
、
受

容
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一

江
淹

謝
霊
運
の
あ
と
最
初
に
「
賞
心
」
の
語
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、

お
そ
ら
く
江
淹
「
雑
体
詩
」
で
あ
り
、
丁
福
林･

楊
勝
朋
『
江
文
通

集
校
注
』
は
、
建
元
四
年
（
四
八
二
）
よ
り
前
の
作
と
し
て
い
る[

２]

。

「
雑
体
詩
」
は
、
古
詩
か
ら
宋
に
至
る
ま
で
の
詩
三
十
首
を
模

擬
し
た
も
の
で
、
高
橋
和
巳
氏
が
「
詩
の
列
伝
」
と
述
べ
る[

３]

よ
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う
に
文
学
史
的
な
性
格
を
も
つ
。
模
擬
詩
は
通
常
、
原
詩
へ
の
共

鳴
や
尊
敬
な
ど
作
者
個
人
の
感
興
を
託
す
も
の
だ
が
、
「
雑
体
詩
」

は
作
品
世
界
の
再
現
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
原
詩
と
の
間
に

語
彙
面
や
思
想
面
で
懸
隔
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る[

４]

。

江
淹
は
、
殷
仲
文
と
謝
霊
運
を
模
し
た
二
首
に
「
賞
心
」
の
語
を

用
い
た
。（

一
）「
雑
体
詩
」
殷
仲
文

殷
仲
文
は
、
老
荘
の
哲
理
を
説
く
玄
言
詩
を
山
水
詩
の
方
向
へ

変
革
し
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
人
物
で
あ
る[

５]

。
詩
は
ほ
と
ん
ど

失
わ
れ
、『
文
選
』
巻
二
二
遊
覧
の
部
に
「
南
州
桓
公
九
井
作
」
が

残
る
の
み
だ
が
、
江
淹
は
「
興
矚
」（
興
趣
の
ま
ま
に
眺
め
や
る
）

と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、
そ
の
世
界
を
再
現
し
た
。

江
淹
「
雑
体
詩

」
殷
東
陽
「
興
矚
」
仲
文[

６]

31

１

晨
遊
任
所
萃

晨
に
遊
び
て

萃

る
所
に
任
す
に

あ
つ
ま

悠
悠
蘊
真
趣

悠
悠
と
し
て
真
趣
を
蘊
む

、
、
、

つ
つ

３

雲
天
亦
遼
亮

雲
天

亦
た
遼
亮
た
り

時
与
賞
心
遇

時
に
賞
心
と
遇
う

、
、

５

青
松
挺
秀
萼

青
松

秀
萼
挺
ん
で

ぬ
き

恵
色
出
喬
樹

恵
色

喬
樹
出
ず

７

極
眺
清
波
深

清
波
の
深
き
を
極
め
眺
む
れ
ば

緬
映
石
壁
素

緬
か
に
石
壁
の
素
き
に
映
ず

は
る

し
ろ

９

瑩
情
無
餘
滓

情
を
瑩
き
て
余
滓
無
く

み
が

払
衣
釈
塵
務

衣
を
払
い
て
塵
務
を
釈
く

と

求
仁
既
自
我

仁
を
求
む
る
は
既
に
我
よ
り
す

11

玄
風
豈
外
慕

玄
風

豈
に
外
に
慕
わ
ん
や

、
、
、

直
置
忘
所
宰

直
置
と
し
て

宰

る
所
を
忘
る
れ
ば

つ
か
さ
ど

13

蕭
散
得
遺
慮
。

蕭
散
と
し
て
慮
い
を
遺
る
る
を
得
た
り
。

、
、

お
も

わ
す

[

李
善
注]

謝
霊
運
田
南
樹
園
詩
曰
、
賞
心
不
可
忘
。

[

五
臣
注]

（
向
曰
）
言
雲
天
既
高
明
、
復
与
識
我
心
者
相
遇
。

[

鈔]

賞
心
、
得
意
、
賞
、
識
也
。
言
良
時
識
我
心
而
相
会
也
。

「
朝
早
く
遊
覧
に
出
か
け
る
と
山
水
は
遥
か
に
真
の
趣
き
を
た

く
わ
え
て
い
た
。
天
空
も
澄
み
わ
た
っ
て
、
折
し
も
「
賞
心
」
と

遭
遇
し
た
」
と
詠
い
出
し
、
鮮
や
か
な
青
を
突
き
出
し
て
そ
び
え

る
松
、
白
い
岩
肌
に
映
え
る
清
ら
か
な
波
を
描
い
て
、
心
の
浄
化

と
求
道
を
詠
う
内
容
で
あ
る
。

第
４
句
の
「
賞
心
と
遇
う
」
は
、
一
見
、
人
と
の
出
会
い
を
言

う
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
詩
の
テ
ー
マ
は
「
興
矚
」
で
あ

り
、
殷
仲
文
の
「
南
州
桓
公
九
井
作

」
と
は
異
な
っ
て
君
主
や

22

僚
友
は
登
場
し
な
い
。
史
実
を
見
て
も
、
殷
仲
文
は
桓
玄
を
見
限

っ
て
劉
裕
に
帰
順
し
た
あ
と
東
陽
太
守
に
左
遷
さ
れ
、
謀
叛
の
疑

い
で
処
刑
さ
れ
る
。
江
淹
は
当
然
そ
の
境
涯
を
念
頭
に
置
き
な
が

ら
、
し
か
し
個
別
の
出
来
事
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
山
水
の
眺
望
に

よ
る
消
憂
と
超
脱
を
描
き
出
し
た
。
第
４
句
は
、
後
続
の
句
に
描

か
れ
る
松
や
波
、
す
な
わ
ち
俗
塵
に
ま
み
れ
た
心
を
浄
化
し
て
く

れ
る
よ
う
な
、
清
ら
か
な
山
水
と
の
出
会
い
を
い
う
も
の
で
あ
ろ

う
。
と
す
る
と
、
江
淹
は
「
賞
心
」
の
語
を
、「
心
に
賞
す
る
も
の
」

、
、
、
、
、
、
、

の
意
で
用
い
た
こ
と
に
な
り
、
謝
霊
運
と
は
用
法
を
異
に
す
る
。
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厳
密
に
は
「
心
賞
」
と
い
う
べ
き
所
を
「
賞
心
」
と
記
し
た
の
で

あ
る[

７]

。

そ
こ
に
は
、「
賞
心
」
と
い
う
謝
霊
運
の
造
語
を
あ
え
て
用
い
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
謝
霊
運
ら
し
さ
を
演
出
す
る
創
意
が
働
い
た
の

で
は
な
い
か
。
李
善
注
が
「
賞
心
」
の
語
の
出
処
と
し
て
、
謝
霊

運
の
句
（
「
田
南
樹
園
激
流
植
援

」
詩
の
「
賞
心
不
可
忘
」
）
を

30

引
く
こ
と
も
そ
れ
を
示
す
が
、
こ
の
詩
に
は
全
体
を
通
し
て
謝
霊

運
の
表
現
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
山
水
が
真
の
趣
き

を
含
む
と
い
う
冒
頭
の
言
い
回
し
も
、
結
び
で
老
荘
の
哲
理
を
詠

い
上
げ
た
箇
所
も
、
謝
霊
運
の
次
の
句
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

・
第
２
句
「
悠
悠
蘊
真
趣
」

、
、
、

→
謝
霊
運
「
登
江
中
孤
嶼

」
に
「
雲
日
相
輝
映
、
空
水
共
澄

26

鮮
。
表
霊
物
莫
賞
、
蘊
真
誰
為
伝
」。

、
、

・
第

句
「
玄
風
豈
外
慕
」

、
、
、

11
→
謝
霊
運
「
道
路
憶
山
中

」
に
「
得
性
非
外
求
、
自
已
為
誰

、
、
、

26

纂
」。

・
第

句
「
蕭
散
得
遺
慮
」

、
、

12
→
謝
霊
運
「
従
斤
竹
澗
越
嶺
渓
行

」
に
「
観
此
遺
物
慮
、
一

、
、
、

22

悟
得
所
遣
」。

そ
し
て
第
４
句
は
、
山
水
と
の
邂
逅
を
い
う
点
で
、
謝
霊
運
が

永
嘉
で
の
劇
的
な
山
水
体
験
を
描
い
た
「
如
与
心
賞
交
（
心
賞
と

交
わ
る
が
如
し
）」
の
句
が
想
起
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

清
旦
索
幽
異

清
旦
に
幽
異
を
索
め

も
と

放
舟
越
坰
郊

舟
を
放
ち
て
坰
郊
を
越
ゆ

…
…

霊
域
久
韜
隠

霊
域
は
久
し
く
韜
隠
し

如
与
心
賞
交

心
賞
と
交
わ
る
が
如
し

、
、
、
、

合
歓
不
容
言

歓
び
を
合
に
し
て
言
を
容
れ
ず

と
も

摘
芳
弄
寒
条
。

芳
を
摘
み
て
寒
条
を
弄
ぶ
。

謝
霊
運
「
石
室
山
」

清
ら
か
な
朝
に
船
出
し
た
謝
霊
運
は
、
秘
境
の
地
に
在
る
石
室

山
の
神
妙
な
佇
ま
い
を
目
に
し
、
そ
の
感
動
を
「
心
に
賞
す
る
も

、
、
、
、
、
、

の
と
交
わ
っ
た
か
の
よ
う
だ
」
と
詠
っ
た
。
そ
れ
は
、
都
を
追
わ

、れ
た
絶
望
の
中
で
、
よ
う
や
く
然
る
べ
き
相
手
と
交
流
で
き
た
か

の
よ
う
な
体
験
で
あ
り
、
謝
霊
運
は
こ
れ
を
機
に
、
山
水
に
対
し

て
「
賞
」
の
字
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
江
淹
は
、
殷
仲
文
を
模
し
た
詩
に
、
こ
れ
ほ
ど
謝

霊
運
の
表
現
を
鏤
め
た
の
か
。
そ
れ
は
、
殷
仲
文
の
詩
が
、
山
水

詩
人
と
称
さ
れ
る
謝
霊
運
の
要
素
を
多
分
に
孕
む
こ
と
を
印
象
づ

け
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
雑
体
詩
」
は
、
求
道
と
心
の
解
放

を
説
く
後
半
が
玄
言
の
要
素
を
色
濃
く
帯
び
る
も
の
の
、
松
や
波

の
美
し
さ
を
細
や
か
に
描
い
た
第
５
～
８
句
は
、
短
い
な
が
ら
も

確
か
に
山
水
詩
の
萌
芽
を
思
わ
せ
る
。
山
水
の
本
質
と
「
賞
」
の

意
義
を
説
く
部
分
に
謝
霊
運
の
表
現
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
―

―
た
と
え
用
法
は
異
な
っ
て
い
て
も
―
―
こ
の
詩
は
「
詩
の
列
伝
」

と
評
さ
れ
る
と
お
り
、
見
事
に
玄
言
詩
か
ら
山
水
詩
へ
の
橋
渡
し
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を
象
徴
す
る
作
品
と
な
り
得
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
二
）「
雑
体
詩
」
謝
霊
運

次
に
、
謝
霊
運
を
模
し
た
詩
を
見
て
み
よ
う
。

江
淹
「
雑
体
詩

」
謝
臨
川
「
遊
山
」
霊
運

31

１

江
海
経
邅
迴

江
海

邅
迴
を
経へ

山
嶠
備
盈
缺

山
嶠

盈
欠
を
備
う

３

霊
境
信
淹
留

霊
境

信

に
淹
留
し

ま
こ
と

賞
心
非
徒
設

賞
心

徒
ら
に
設
く
る
に
非
ず

、
、…

…

身
名
竟
誰
辯

身
名
は
竟
に
誰
か
弁
ぜ
ん

23

図
史
終
摩
滅

図
史
も
終
に
摩
滅
す

且
汎
桂
水
潮

且

く
桂
水
の
潮
に
汎
び

し
ば
ら

う
か

25

映
月
遊
海
澨

月
に
映
じ
て
海
澨
に
遊
ば
ん

摂
生
貴
処
順

摂
生

順
に
処
る
を
貴
ぶ

、
、

、
、

お

27

将
為
智
者
説
。

将
に
智
者
の
為
に
説
か
ん
と
す
。

、
、
、
、

[

李
善
注]

賞
心
、
已
見
上
文
。

[

五
臣
注]

（
翰
曰
）
言
我
賞
心
此
山
、
謂
懐
仁
者
之
意
非
空
設
而
已
。

「
遊
山
」
と
題
す
る
と
お
り
、
ひ
と
月
あ
ま
り
山
水
を
め
ぐ
っ

て
霊
妙
な
土
地
に
留
ま
る
よ
う
す
を
描
き
、
第
４
句
で
「
「
賞
心
」

は
い
た
ず
ら
に
設
け
る
の
で
は
な
い
」
と
詠
う
。
つ
づ
い
て
、
山

の
形
状
や
水
の
透
明
感
、
朝
映
え
の
輝
き
、
鍾
乳
洞
や
玉
石
、
動

物
や
花
に
い
た
る
ま
で
、
謝
霊
運
さ
な
が
ら
の
繊
細
な
描
写
を
連

ね
た
あ
と[

８]

、
名
声
で
は
な
く
自
然
に
委
ね
る
生
き
方
を
求
め
、

そ
れ
を
智
者
に
語
ろ
う
と
結
ぶ
。

第
４
句
の
「
賞
心
」
は
「
設
」
の
対
象
で
あ
り
、「
賞
心
を
設
く
」
、

つ
ま
り
「
～
す
る
心
を
設
け
る
」
と
い
う
語
構
造
が
明
確
に
捉
え

ら
れ
る
。「
設
心
」
は
、
早
く
は
『
孟
子
』
離
婁
下
に
「
其
設
心
以

、
、

為
不
若
是
、
是
則
罪
之
大
者
（
其
の
心
を
設
く
る
や
、
以
為
ら
く
是

お

も

え

か
く

の
若
く
な
ら
ず
ん
ば
、
是
れ
則
ち
罪
の
大
な
る
者
な
り
）
」
と
見
え
、

「
徒
設
心
」
も
、
た
と
え
ば
陶
淵
明
「
読
山
海
経
詩
十
三
首
」
其

十
に
、
物
の
怪
が
積
年
の
恨
み
を
詮
な
く
持
ち
続
け
る
こ
と
を
「
徒、

設
在
昔
心
（
徒
ら
に
在
昔
の
心
を
設
く
）」
と
言
う
例
が
あ
る
。

、

、

第
４
句
は
、「
賞
心
」
を
設
け
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
山
水
を
「
賞
」

す
る
心
を
も
つ
こ
と
が
、
所
在
な
い
無
益
な
も
の
で
は
な
く
、
確

か
な
目
的
も
し
く
は
効
用
を
持
つ
こ
と
を
示
し
た
も
の
だ
と
言
え

る
。
そ
れ
は
末
二
句
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
然
の
理
に
委
ね
て

生
を
養
う
こ
と
で
あ
り
、
「
摂
生
」
「
処
順
」
「
為
智
者
説
」
と
い

っ
た
表
現
も
謝
霊
運
に
拠
っ
て
い
る[

９]

。
永
嘉
左
遷
以
降
の
謝
霊

運
は
、「
賞
」
の
字
を
用
い
な
が
ら
、
山
水
の
中
に
真
理
を
見
出
し

て
道
を
得
る
こ
と
を
繰
り
返
し
詠
っ
た
。「
賞
心
非
徒
設
」
は
、
そ

う
し
た
作
品
か
ら
編
み
出
さ
れ
た
山
水
観
で
あ
ろ
う
。
山
水
へ
の

愛
着
を
述
べ
て
叙
景
に
徹
す
る
全
体
の
流
れ
か
ら
も
、
こ
の
「
賞

心
」
は
「
真
の
理
解
者
」
の
意
味
で
は
あ
り
得
な
い
。

こ
の
よ
う
に
江
淹
は
、
殷
仲
文
の
詩
で
は
「
心
賞
」
す
な
わ
ち

「
心
に
賞
す
る
も
の
」
の
意
味
で
、
謝
霊
運
の
詩
で
は
「
（
山
水
を
）

、
、
、
、
、
、
、

賞
す
る
心
」
の
意
味
で
「
賞
心
」
の
語
を
用
い
た
。
も
と
の
謝
霊

、
、
、
、

運
と
異
な
る
上
に
、「
雑
体
詩
」
の
中
で
も
用
法
が
統
一
さ
れ
て
い
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な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
江
淹
が
、
襲
用
の
厳
密
さ
や
措

辞
の
統
一
性
よ
り
も
、
言
葉
が
喚
起
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
や
詩
全
体

が
醸
し
出
す
趣
き
を
優
先
さ
せ
て
「
雑
体
詩
」
を
作
っ
た
こ
と
を

物
語
る
。

鏡
を
鋳
造
す
る
よ
う
に
、
素
材
と
な
る
言
葉
を
溶
か
し
て
か
ら
、

「
殷
仲
文
の
興
矚
」「
謝
霊
運
の
遊
山
」
と
い
っ
た
鋳
型
に
合
う
よ

う
に
流
し
込
む
。
鋳
造
の
過
程
で
は
、
素
材
の
変
形
や
変
質
は
免

れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
詩
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
世
界
を
映
し
出
す

鏡
と
し
て
、
確
か
に
一
定
の
完
成
度
を
誇
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

二

謝
朓

次
に
「
賞
心
」
の
語
が
見
え
る
の
は
、
謝
朓
と
沈
約
の
詩
で
あ

り
、
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
二
人
と
も
謝
霊
運
と
同
じ
「
真
の
理

解
者
」
の
意
味
で
用
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
二
人
は
、
竟
陵
王

蕭
子
良
が
永
明
五
年
（
四
八
七
）
に
開
い
た
西
邸
サ
ロ
ン
の
主
要

メ
ン
バ
ー
「
竟
陵
の
八
友
」
で
あ
り
、
韻
律
美
を
追
求
し
た
新
た

な
詩
風
を
開
拓
し
た
。
し
か
し
、
数
年
後
に
皇
太
子
と
武
帝
が
没

す
る
と
政
局
は
混
乱
を
極
め
、
実
権
を
握
っ
た
蕭
鸞
が
諸
王
を
排

斥
し
て
明
帝
と
し
て
即
位
す
る
。
そ
の
前
後
に
二
人
は
地
方
へ
転

出
し
て
お
り
、「
賞
心
」
の
語
は
、
ま
ず
謝
朓
が
建
武
二
年
（
四
九

五
）
に
宣
城
に
赴
く
と
き
の
詩
に
現
れ
る
。

な
お
、
謝
朓
は
、
謝
霊
運
の
山
水
詩
を
大
き
く
発
展
さ
せ
た
と

評
価
さ
れ
、
と
り
わ
け
宣
城
赴
任
を
謝
霊
運
の
永
嘉
左
遷
に
重
ね

合
わ
せ
、
山
水
の
描
写
に
精
力
を
注
い
だ
と
さ
れ
る[

]

。

10

謝
朓
「
之
宣
城
出
新
林
浦
向
版
橋

」
27

宣
城
に
之
か
ん
と
し
て
新
林
浦
を
出
で
版
橋
に
向
か
う

１

江
路
西
南
永

江
路

西
南
に
永
く

帰
流
東
北
騖

帰
流

東
北
に
騖
す

は

３

天
際
識
帰
舟

天
際
に
帰
舟
を
識
り

雲
中
辨
江
樹

雲
中
に
江
樹
を
弁
つ

わ
か

５

旅
思
倦
揺
揺

旅
思

揺
揺
た
る
に
倦
み

孤
遊
昔
已
屢

孤
遊

昔
よ
り
已
に
屢
し
ば
な
り

７

既
懽
懐
禄
情

既
に
懐
禄
の
情
を

懽

ば
し
め

よ
ろ
こ

復
協
滄
洲
趣

復
た
滄
洲
の
趣
に
協
う

か
な

９

囂
塵
自
茲
隔

囂
塵

茲
よ
り
隔
た
り

こ
こ

賞
心
於
此
遇

賞
心

此
に
於
い
て
遇
わ
ん

、
、

雖
無
玄
豹
姿

玄
豹
の
姿
無
し
と
雖
も

11

終
隠
南
山
霧
。

終
に
南
山
の
霧
に
隠
れ
ん
。

[

李
善
注]

謝
霊
運
遊
南
亭
詩
曰
、
賞
心
惟
良
知
。

[

五
臣
注]

（
向
曰
）
至
此
乃
与
塵
游
隔
絶
、
而
与
心
事
遇
会
。

長
江
を
遡
る
航
程
に
都
へ
の
未
練
を
滲
ま
せ
、
漂
泊
の
孤
独
を

か
こ
ち
な
が
ら
、
第
７
８
句
で
「
俸
禄
が
得
ら
れ
る
の
も
喜
ば
し

く
、
隠
棲
の
情
趣
に
も
か
な
う
」
と
詠
う
。
こ
れ
は
、
謝
霊
運
が

永
嘉
左
遷
の
途
上
で
「
久
露
干
禄
請
、
始
果
遠
遊
諾
（
久
し
く
干

禄
の
請
め
を
露
わ
す
も
、
始
め
て
遠
遊
の
諾
し
を
果
た
す
）
」（
「
富

も
と

あ
ら

ゆ
る

春
渚

」）
と
詠
っ
た
の
を
踏
ま
え
、
官
と
隠
の
両
立
に
慰
め
を
得

26

た
も
の
で
あ
る
。
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つ
づ
く
第
９

句
で
は
「
こ
こ
か
ら
汚
れ
た
俗
塵
と
隔
た
り
、

10

「
賞
心
」
と
遭
遇
す
る
だ
ろ
う
」
と
詠
い
、
隠
遁
を
宣
言
し
て
結

ば
れ
る
。「
遇
」
字
を
用
い
て
「
賞
心
」
と
の
邂
逅
を
い
う
表
現
は
、

先
に
見
た
江
淹
「
雑
体
詩
」
の
殷
仲
文
の
句
「
時
与
賞
心
遇
」
と

類
似
し
、
こ
こ
も
同
じ
よ
う
に
「
心
に
賞
す
る
も
の
」
と
解
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。「
心
」
と
「
賞
」
の
語
順
を
転
じ
た
理
由
は

別
に
説
明
が
必
要
だ
が
、
清
ら
か
な
山
水
を
想
定
す
れ
ば
、
上
の

句
の
「
囂
塵
」
と
の
対
も
効
く
。
五
臣
注
が
「
心
事
」
（
心
に
思
う

こ
と
）
と
説
く
の
も
、
同
方
向
の
解
釈
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
謝
霊
運
と
同
じ
「
真
の
理
解
者
」
の
意
で
解

す
る
こ
と
も
、
ま
た
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
李
善
注
が
引
く

謝
霊
運
の
詩
「
遊
南
亭
」
が
注
目
さ
れ
る
。

逝
将
候
秋
水

逝
く
ゆ
く
将
に
秋
水
を
候
ち

ゆ

ま

息
景
偃
旧
崖

景
を
息
め
て
旧
崖
に
偃
さ
ん
と
す

や
す

ふ

我
志
誰
与
亮

我
が
志

誰
か
与
に
亮
ら
か
に
せ
ん

あ
き

賞
心
惟
良
知
。

賞
心

惟
れ
良
く
知
ら
ん
。

、
、

謝
霊
運
「
遊
南
亭

」
22

こ
の
詩
は
、
永
嘉
で
移
ろ
い
ゆ
く
景
物
を
前
に
、
老
病
の
身
を

憂
え
て
帰
隠
を
望
む
内
容
で
あ
り
、「
賞
心
」
こ
そ
が
我
が
思
い
を

分
か
っ
て
く
れ
る
と
結
ん
で
い
る
。
謝
霊
運
は
、
こ
の
後
も
隠
棲

の
場
で
の
悟
り
の
境
地
の
共
有
者
、
あ
る
い
は
乱
世
に
お
け
る
本

音
の
交
流
が
で
き
る
相
手
と
し
て
「
賞
心
」
を
求
め
、
「
賞
心
不
可

、
、

忘
、
妙
善
冀
能
同
（
賞
心

忘
る
べ
か
ら
ず
、
妙
善

冀

く
は
能

こ
い
ね
が
わ

く
同
に
せ
ん
こ
と
を
）
」
（
「
田
南
樹
園
激
流
植
援

」
）
や
「
邂
逅

と
も

30

賞
心
人
、
与
我
傾
懐
抱
（
賞
心
の
人
に
邂
逅
し
、
我
と
懐
抱
を
傾

、
、
、

く
）
」
（
「
相
逢
行
」
第
一
章
）
と
詠
っ
た
。
謝
朓
の
「
賞
心
於
此

、
、

遇
」
句
は
、
こ
う
い
っ
た
謝
霊
運
の
詩
を
踏
ま
え
て
、
隠
棲
を
志

向
し
た
宣
城
で
の
知
音
と
の
邂
逅
を
期
待
し
た
も
の
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
謝
霊
運
は
、
永
嘉
に
向
け
て
都
を
発
つ
際
に
も
「
賞

心
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。

従
来
漸
二
紀

従
来

漸
く
二
紀

始
得
傍
帰
路

始
め
て
帰
路
に
傍
う
を
得
た
り

将
窮
山
海
迹

将
に
山
海
の
迹
を
窮
め
ん
と
し

永
絶
賞
心
悟
。

永
く
賞
心
の
悟
を
絶
つ
。

、
、謝

霊
運
「
永
初
三
年
七
月
十
六
日
之
郡
初
発
都

」
26

権
力
闘
争
に
翻
弄
さ
れ
て
都
を
追
わ
れ
る
失
意
を
鬱
々
と
綴
っ

た
あ
と
、「
今
か
ら
山
や
海
を
歩
き
尽
く
そ
う
、
永
遠
に
「
賞
心
」

と
の
語
ら
い
を
絶
っ
て
」
と
詠
い
、
都
で
親
し
く
交
わ
り
語
ら
っ

た
人
物
、
お
そ
ら
く
は
厚
遇
を
賜
っ
た
廬
陵
王
劉
義
真
や
と
も
に

侍
っ
た
顔
延
之
ら
を
「
賞
心
」
と
呼
ん
で
、
彼
ら
と
の
別
れ
を
嘆

く
の
で
あ
る[

]

。

11

つ
ま
り
、
政
変
後
の
地
方
転
出
と
い
う
同
じ
状
況
に
際
し
て
、

謝
霊
運
は
都
の
「
賞
心
」
と
の
隔
絶
を
嘆
き
、
謝
朓
は
逆
に
任
地

で
の
「
賞
心
」
と
の
出
会
い
に
期
待
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は

両
者
の
現
実
を
反
映
し
て
い
よ
う
。
謝
霊
運
は
、
時
の
権
力
者
徐
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羨
之
ら
に
疎
ま
れ
て
の
左
遷
と
は
い
え
、
出
立
の
際
に
は
、
劉
義

真
や
顔
延
之
は
ま
だ
都
に
い
た
。
劉
義
真
が
庶
人
に
下
さ
れ
新
安

郡
に
遷
さ
れ
る
の
は
約
半
年
後
、
殺
害
さ
れ
る
の
は
一
年
後
の
こ

と
で
あ
る
。
一
方
、
謝
朓
の
場
合
は
完
全
に
政
局
が
切
り
替
わ
っ

て
お
り
、
西
邸
を
開
い
た
蕭
子
良
、
仕
え
て
い
た
蕭
子
隆
ら
は
み

な
世
を
去
り
、
華
や
か
な
文
壇
を
共
に
し
た
王
融
は
早
々
に
ク
ー

デ
タ
ー
に
失
敗
し
て
獄
死
、
沈
約
も
前
年
に
地
方
へ
出
て
い
た
。

さ
ら
に
、
両
詩
は
、
隠
遁
の
描
き
方
に
も
違
い
が
あ
る
。
謝
霊

運
が
永
嘉
で
の
生
活
を
山
水
の
跋
渉
に
象
徴
さ
せ
る
の
に
対
し
、

謝
朓
は
玄
豹
の
故
事
を
用
い
て
「
玄
豹
の
よ
う
な
美
し
い
毛
は
な

い
が
、
南
山
の
霧
の
中
に
隠
れ
た
い
」
と
詠
う
。
南
山
に
棲
む
玄

豹
は
、
毛
の
模
様
が
傷
つ
か
な
い
よ
う
に
、
食
を
絶
っ
て
霧
雨
の

中
に
身
を
隠
す
と
い
う
。
つ
ま
り
謝
朓
は
、
末
二
句
に
、
保
身
の

た
め
の
隠
遁
で
あ
る
こ
と
を
含
ま
せ
て
い
る
の
で
あ
る[

]

。

12

二
人
の
句
を
対
照
さ
せ
る
と
、
謝
朓
に
と
っ
て
都
は
離
れ
る
べ

き
危
険
な
場
所
「
囂
塵
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
「
賞
心
」
は
存
在
し

な
か
っ
た
と
い
う
事
実
が
、
輪
郭
を
も
っ
て
浮
か
び
上
が
る
。
「
賞

心
」
は
謝
霊
運
の
襲
用
で
あ
り
、
真
の
理
解
者
の
意
味
と
考
え
る

方
が
、
謝
朓
の
思
い
が
よ
り
深
く
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

謝
朓
は
宣
城
で
、
雨
乞
い
の
儀
式
の
た
め
に
敬
亭
山
を
訪
れ
た
。

敬
亭
山
を
詠
っ
た
詩
は
六
首
あ
り[

]

、
『
文
選
』
巻
二
七
所
収
の

13

「
敬
亭
山
詩
」
が
有
名
だ
が
、
「
遊
山
」
の
詩
に
「
賞
心
」
の
語
が

使
わ
れ
て
い
る
。

謝
朓
「
遊
山
」

山
に
遊
ぶ

１

託
養
因
支
離

養
を
託
す
る
は
支
離
に
因
り

乗
閑
遂
疲
蹇

閑
に
乗
じ
て
疲
蹇
を
遂
ぐ

３

語
黙
良
未
尋

語
黙
は

良

に
未
だ
尋
ね
ず

ま
こ
と

得
喪
云
誰
辯

得
喪
は
云
に
誰
か
弁
ぜ
ん

こ
こ

５

幸
涖
山
水
都

幸
い
山
水
の
都
に
涖
み

の
ぞ

復
値
清
冬
緬

復
た
清
冬
の
緬
か
な
る
に
値
う

は
る

あ

…
…

触
賞
聊
自
観

賞
に
触
れ
て
聊
か
自
ら
観

19

即
趣
咸
已
展

趣
に
即
き
て
咸
な
已
に
展
ぶ

み

経
目
惜
所
遇

目
を
経
て
遇
う
所
を
惜
し
み

21

前
路
欣
方
践

前
路

方
に
践
む
を
欣
ぶ

ま
さ

無
言
蕙
草
歇

言
う
無
か
れ

蕙
草
歇
き
た
り
と

つ

23

留
垣
芳
可
攀

垣
に
留
ま
り
て
芳
攀
づ
べ
し

よ

尚
子
時
未
帰

尚
子

時
に
未
だ
帰
ら
ず

、
、

25

邴
生
思
自
免

邴
生

自
ら
免
れ
ん
こ
と
を
思
う

、
、

求
志
昔
所
欽

求
志
は
昔
よ
り
欽
ぶ
所

27

勝
迹
今
能
選

勝
迹

今

能
く
選
ぶ

、
、

寄
言
賞
心
客

言
を
寄
す

賞
心
の
客

、
、

29

得
性
良
為
善
。

性
を
得
る
を
良
に
善
と
為
す
と
。

、
、

敬
亭
山
の
美
し
さ
に
触
発
さ
れ
て
、
隠
棲
へ
と
傾
く
軌
跡
を
詠

っ
た
詩
で
あ
る
。
冒
頭
で
は
出
処
進
退
の
是
非
に
疑
問
を
呈
し
、

麗
し
い
土
地
へ
の
赴
任
を
喜
ぶ
。
以
下
、
厳
か
な
霊
山
の
描
写
に

紙
幅
を
裂
い
た
あ
と
心
の
解
放
や
胸
の
昂
ぶ
り
を
詠
い
、
宿
願
だ

っ
た
隠
棲
の
道
を
選
び
取
っ
て
、「
賞
心
の
客
に
言
寄
せ
る
、
性
に
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か
な
う
こ
と
こ
そ
最
善
だ
」
と
結
ん
で
い
る
。

こ
の
詩
に
も
、
謝
霊
運
の
影
響
が
色
濃
く
認
め
ら
れ
る
。
葛
藤

の
末
の
隠
遁
を
表
す
「
勝
迹
」
の
語
は
、
謝
霊
運
が
永
嘉
を
隠
遁

の
場
と
見
な
し
た
句
「
戦
勝
臞
者
肥
（
戦
勝
ち
て
臞
せ
し
者
も
肥

、

や

ゆ
）
」
（
「
初
去
郡

」
）
に
、
本
性
を
全
う
す
る
こ
と
を
い
う
「
得

26

性
」
は
、
故
郷
で
の
隠
棲
を
追
憶
し
た
句
「
得
性
非
外
求
（
性
を

、
、

得
る
は
外
に
求
む
る
に
非
ず
）
」
（
「
道
路
憶
山
中

」
）
に
見
え
、

26

第

句
に
挙
げ
る
二
人
の
隠
者
も
、
永
嘉
か
ら
帰
郷
す
る
と
き

25
26

自
ら
を
喩
え
た
人
物
で
あ
っ
た[

]

。
そ
し
て
、
「
寄
言
～
客
」
と

14

い
う
伝
言
の
言
い
回
し
も
、
次
の
句
を
意
識
す
る
と
思
わ
れ
る
。

慮
澹
物
自
軽

慮
い
澹
く
し
て

物
は
自
ら
軽
く

お
も

あ
わ

意
愜
理
無
違

意
愜
い
て

理
は
違
う
無
し

寄
言
摂
生
客

言
を
寄
す

摂
生
の
客

、
、

、

試
用
此
道
推
。

試
み
に
此
の
道
を
用
て
推
せ
と
。

も
っ

謝
霊
運
「
石
壁
精
舎
還
湖
中
作

」
22

山
水
の
清
ら
か
な
輝
き
に
触
れ
る
と
、
心
安
ら
か
に
な
っ
て
自

然
の
理
と
一
体
の
境
地
に
至
る
と
い
う
。
そ
う
し
た
自
身
の
体
験

を
、
寺
の
僧
（
「
摂
生
客
」
）
に
勧
奨
す
る
内
容
で
あ
る
。

謝
朓
「
遊
山
」
の
「
賞
心
の
客
」
へ
の
伝
言
も
、
性
に
か
な
う

か
ど
う
か
を
軸
に
据
え
る
生
き
方
に
、
理
解
と
共
感
を
求
め
て
発

せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
石
碩
「
敬
亭
山
の
印
象
―
謝
朓
か
ら
李

白
へ
」[

]

で
は
、
敬
亭
山
を
描
い
た
一
連
の
詩
を
考
察
し
、
謝
朓

15

に
と
っ
て
の
敬
亭
山
は
、
風
光
明
媚
で
親
し
み
や
す
い
景
勝
地
で

は
な
く
、
祭
祀
を
行
う
神
聖
な
空
間
で
あ
り
、
隠
逸
へ
の
憧
憬
を

喚
起
さ
せ
る
場
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
そ
う
し
た
空
間
で
呼
び

か
け
る
「
賞
心
の
客
」
は
、
単
に
遊
覧
を
共
に
し
て
景
色
を
楽
し

む
仲
間
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
生
き
方
へ
の
深
い
共
感
が
得
ら
れ
る

よ
う
な
「
真
の
理
解
者
」
の
意
味
と
思
わ
れ
る
。

三

沈
約

沈
約
は
、
政
変
の
最
中
、
謝
朓
の
宣
城
赴
任
に
先
だ
っ
て
東
陽

太
守
へ
転
出
し
た
。
数
年
後
に
は
都
に
戻
っ
て
中
央
に
仕
え
る
が
、

永
泰
元
年
（
四
九
八
）
七
月
に
明
帝
が
崩
御
し
て
東
昏
侯
が
即
位

す
る
と
、
横
暴
残
忍
な
政
情
か
ら
逃
れ
る
べ
く
天
台
の
桐
柏
山
へ

身
を
避
け
た
。
そ
の
と
き
の
作
に
「
賞
心
」
の
語
が
見
え
る
。

沈
約
は
若
い
こ
ろ
か
ら
道
教
や
仏
教
に
親
し
み
、
東
陽
に
は
僧

の
慧
約
を
伴
い
、
道
教
の
聖
地
金
華
山
に
遊
ん
だ
ほ
か
、
茅
山
派

の
開
祖
、
陶
弘
景
を
招
こ
う
と
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
桐

柏
山
で
は
、
道
士
と
と
も
に
生
活
し
た
時
期
が
あ
っ
た[

]

。

16

こ
の
詩
の
冒
頭
で
は
、
秦
の
始
皇
帝
や
漢
の
武
帝
が
欲
に
駆
ら

れ
て
仙
界
を
求
め
た
愚
か
さ
を
描
き
、
自
足
を
知
っ
て
求
道
に
向

か
う
自
身
の
姿
を
次
の
よ
う
に
詠
う
。

沈
約
「
遊
沈
道
士
館

」

沈
道
士
の
館
に
遊
ぶ

22

…
…

曰
余
知
止
足

曰
に
余
は
止
足
を
知
り

こ
こ

わ
れ

11

是
願
不
須
豊

是
れ
願
い
は
豊
い
な
る
を
須
め
ず

お
お

遇
可
淹
留
処

淹
留
す
べ
き
処
に
遇
え
ば

13
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便
欲
息
微
躬

便
ち
微
躬
を
息
め
ん
と
欲
す

や
す

山
嶂
遠
重
畳

山
嶂
は
遠
く
重
畳
た
り

15

竹
樹
近
蒙
籠

竹
樹
は
近
く
蒙
籠
た
り

開
衿
濯
寒
水

衿
を
開
き
て
寒
水
に
濯
ぎ

17

解
帯
臨
清
風

帯
を
解
き
て
清
風
に
臨
む

所
累
非
外
物

累

う
所
は
外
物
に
非
ず

わ
ず
ら

19

為
念
在
玄
空

念
い
を
為
す
は
玄
空
に
在
り

お
も

朋
来
握
石
髄

朋
来
た
れ
ば
石
髄
を
握
り

、

21

賓
至
駕
軽
鴻

賓
至
れ
ば
軽
鴻
に
駕
る

、

の

都
令
人
逕
絶

都
て
人
逕
を
し
て
絶
え
し
め

す
べ

23

唯
使
雲
路
通

唯
だ
雲
路
を
し
て
通
ぜ
し
む

一
挙
陵
倒
景

一
た
び
挙
が
り
て
倒
景
を
陵
ぐ

し
の

25

無
事
適
華
嵩

華
嵩
に
適
く
を
事
と
す
る
無
し

ゆ

寄
言
賞
心
客

言
を
寄
す

賞
心
の
客

、
、

27

歳
暮
爾
来
同
。

歳
暮

爾

来
り
て
同
に
せ
よ
と
。

な
ん
じ

と
も

[

李
善
注]

な
し

[

五
臣
注]

銑
曰
、
賞
心
客
、
謂
与
我
賞
此
之
友
人
。

道
観
周
辺
の
山
水
に
身
を
清
め
て
心
を
解
放
し
、
ひ
た
す
ら
玄

妙
な
る
道
を
追
い
求
め
る
。「
朋
」
や
「
賓
」
の
来
訪
は
歓
迎
し
な

が
ら
俗
世
と
の
交
渉
を
絶
ち
、
天
空
へ
の
飛
翔
を
志
向
し
て
、
「
賞

心
の
客
」
に
向
か
っ
て
「
晩
年
に
は
君
も
こ
こ
に
来
て
共
に
過
ご

そ
う
」
と
誘
い
か
け
る
。

奇
し
く
も
、
結
び
の
「
寄
言
賞
心
客
」
は
、
謝
朓
「
遊
山
」
と

全
く
同
じ
表
現
で
あ
る
。
求
道
の
場
へ
と
誘
う
内
容
も
、
謝
朓
が

敬
亭
山
で
隠
遁
を
選
択
し
て
道
理
を
伝
え
た
こ
と
に
呼
応
し
、
さ

ら
に
は
、
謝
霊
運
が
隠
棲
志
向
や
道
の
共
有
、
本
音
の
交
流
を
求

め
て
「
賞
心
惟
良
知
」「
賞
心
不
可
忘
」「
邂
逅
賞
心
人
」
と
詠
い
、

、
、

、
、

、
、
、

「
寄
言
摂
生
客
」
と
呼
び
か
け
た
表
現
と
通
じ
る[

]

。
沈
約
が
招

、
、

、

17

く
「
賞
心
の
客
」
が
、
謝
霊
運
や
謝
朓
と
同
じ
「
真
の
理
解
者
」

を
表
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
い
ま
仙
界
の
遊
び

を
と
も
に
す
る
「
朋
」
や
「
賓
」
よ
り
も
特
別
な
存
在
で
あ
り
、

真
の
心
の
交
流
が
で
き
る
相
手
を
指
し
て
い
る
。
五
臣
注
は
「
我

と
此
を
賞
す
る
の
友
人
を
謂
う
」
と
説
く
が
、「
此
」
は
山
水
の
美

し
さ
で
は
な
く
、
仙
境
に
身
を
置
こ
う
と
す
る
思
い
、
隠
棲
を
求

め
る
生
き
方
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四

謝
朓
と
沈
約

と
こ
ろ
で
、
謝
朓
と
沈
約
の
詩
の
結
び
に
「
寄
言
賞
心
客
」
と

い
う
呼
び
か
け
が
共
通
す
る
の
は
、
果
た
し
て
偶
然
の
一
致
だ
ろ

う
か
。
西
邸
時
代
と
も
に
文
学
活
動
を
牽
引
し
た
二
人
に
は
、
政

変
後
も
詩
の
応
酬
が
残
り
、
謝
朓
は
晩
年
、
沈
約
へ
の
深
い
恩
情

を
「
酬
徳
賦
」
に
綴
っ
て
い
る
。
い
ま
政
変
後
の
二
人
の
詩
を
概

観
す
る
と
、
と
く
に
地
方
転
出
を
め
ぐ
っ
て
共
通
の
表
現
が
確
認

で
き
、
深
い
交
流
の
跡
が
浮
か
び
上
が
る
。
そ
の
文
脈
の
中
に
「
寄

言
賞
心
客
」
の
句
を
置
く
と
、
あ
た
か
も
互
い
を
意
識
し
た
呼
び

か
け
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
一
）
共
通
の
表
現

沈
約
は
王
融
の
ク
ー
デ
タ
ー
の
あ
と
隆
昌
元
年
（
四
九
四
）
の
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春
ご
ろ
、
尚
書
吏
部
郎
か
ら
寧
朔
将
軍･

東
陽
太
守
へ
転
出
し[

]

、

18

謝
朓
は
翌
建
元
二
年
（
四
九
五
）
の
夏
ご
ろ
、
中
書
郎
か
ら
宣
城

太
守
へ
赴
任
し
た
。

前
述
の
と
お
り
、
謝
朓
は
「
之
宣
城
出
新
林
浦
向
版
橋

」
で

27

都
と
の
隔
絶
を
「
囂
塵
自
茲
隔
」
と
詠
い
、
宣
城
赴
任
に
官
と
隠

、
、

、

の
両
立
を
見
て
「
既
懽
懐
禄
情
、
復
協
滄
洲
趣
」
と
詠
っ
た
。
こ

、
、

れ
が
謝
霊
運
を
踏
ま
え
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
謝
朓
よ
り
前

に
都
を
出
た
沈
約
も
、
同
じ
表
現
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

・
忘
帰
属
蘭
杜
、
懐
禄
寄
芳
荃
（
帰
る
を
忘
れ
て
蘭
杜
に
属
し
、

、
、

禄
を
懐
い
て
芳
荃
に
寄
す
）

沈
約
「
早
発
定
山

」
27

・
紛
吾
隔
囂
滓
、
寧
仮
濯
衣
巾
。
願
以
潺
湲
水
、
沾
君
纓
上
塵

、
、
、

（
紛
と
し
て
吾

囂
滓
を
隔
つ
、

寧

ん
ぞ
衣
巾
を
濯
う
に
仮

い
ず
く

あ
ら

ら
ん
や
。
願
わ
く
は
潺
湲
た
る
水
を
以
て
、
君
が
纓
上
の
塵

を

沾

さ
ん
）

う
る
お

沈
約
「
新
安
江
水
至
清
浅
見
底
貽
京
邑
遊
好

」
27

と
も
に
東
陽
赴
任
途
上
の
作
で
あ
り
、
前
者
は
、
銭
塘
湖
の
西

南
に
あ
る
定
山
で
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。「
香
草
の
蘭
や
杜
若
に
惹

か
れ
て
帰
る
の
を
忘
れ
、
君
子
の
徳
を
思
わ
せ
る
芳
し
い
荃
に
俸

禄
へ
の
思
い
を
託
す
」
と
あ
り
、
謝
朓
と
同
じ
よ
う
に
、
謝
霊
運

の
句
「
久
露
干
禄
請
、
始
果
遠
遊
諾
」
（
「
富
春
渚

」
）
を
な
ぞ

、
、

26

り
な
が
ら
、
隠
と
官
の
両
得
を
詠
っ
て
い
る
。
定
山
は
、
永
嘉
に

赴
く
謝
霊
運
が
「
富
春
渚
」
で
眺
め
み
た
山
で
あ
っ
た
。

後
者
で
は
、
新
安
江
で
粉
塵
に
ま
み
れ
た
都
と
の
訣
別
を
宣
言

す
る
。
讒
言
に
遭
っ
た
屈
原
が
自
身
の
美
徳
を
示
し
た
言
葉
「
紛、

と
し
て
吾

既
に
此
の
内
美
有
り
」
（
『
楚
辞
』
離
騒
）
や
、
漁
父

、

に
か
け
ら
れ
た
言
葉
「
滄
浪
の
水
清
ま
ば
以
て
吾
が
纓
を
濯
う
べ

、

し
、
滄
浪
の
水
濁
れ
ば
、
以
て
吾
が
足
を
濯
う
べ
し
」
（
『
楚
辞
』

、

漁
父
）
を
響
か
せ
な
が
ら
、
も
は
や
俗
塵
か
ら
は
隔
た
っ
て
、
身

を
濯
ぐ
必
要
の
な
く
な
っ
た
己
の
高
潔
さ
を
掲
げ
て
い
る
。「
君
た

ち
の
冠
の
紐
も
こ
の
水
で
清
め
て
あ
げ
た
い
」
と
い
う
都
の
友
「
京

邑
遊
好
」
に
は
、
西
邸
時
代
の
同
志
、
謝
朓
も
含
ま
れ
た
だ
ろ
う
。

こ
の
前
に
は
「
百
丈
見
遊
鱗
（
百
丈

遊
鱗
を
見
る
）
」
の
句
が
あ

り
、
自
由
に
泳
ぎ
回
る
魚
は
、
か
つ
て
竟
陵
王
が
「
幼
賞
悦
禽
魚

（
幼
賞

禽
魚
を
悦
ぶ
）
」
（
「
行
宅
詩
」
）
、
「
託
性
本
禽
魚
（
性
を

託
す
は
本
よ
り
禽
魚
）
」
（
「
遊
後
園
」
）
と
詠
っ
て
愛
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
前
者
の
「
早
発
定
山

」
は
、
若
い
こ
ろ
か
ら
深
い

27

山
を
愛
し
、
晩
年
の
赴
任
で
麗
し
い
山
を
目
に
し
た
喜
び
を
「
夙

齢
愛
遠
壑
、
晩
涖
見
奇
山
（
夙
齢
よ
り
遠
壑
を
愛
し
、
晩
涖

奇
山

、
、
、
、
、

を
見
る
）」
と
詠
い
起
こ
す
。
前
掲
の
謝
朓
「
遊
山
」
で
も
、
風
光

明
媚
な
土
地
へ
の
赴
任
を
「
幸
涖
山
水
都
、
復
値
清
冬
緬
」
と
詠

、
、
、
、
、

っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
も
、
謝
霊
運
が
永
嘉
の
地
を
理
想
郷
と
見
な

し
た
句
「
早
蒞
建
徳
郷
、
民
懐
虞
芮
意
（
早
に
建
徳
郷
に
蒞
む
に
、

、
、
、
、
、

の
ぞ

民
は
虞･

芮
の
意
を
懐
く
）
」
（
「
遊
嶺
門
山
」
）[

]

を
意
識
し
た
も

い
だ

19

の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
首
に
共
通
す
る
「
涖
（
蒞
）」
は
、
任
務
に
就
く
こ
と
、
掌
る

こ
と
を
表
す
が
、
詩
の
用
例
は
少
な
く
、
「
早
」
「
晩
」
「
幸
」
と
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い
っ
た
修
飾
語
を
伴
っ
て
理
想
の
赴
任
を
い
う
も
の
は
前
例
を
見

な
い
。
こ
こ
に
も
、
沈
約
が
謝
霊
運
の
表
現
を
用
い
、
謝
朓
が
そ

れ
を
取
り
込
ん
だ
形
跡
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
永
嘉
へ
の
途
上
で
生
ま
れ
た
謝
朓
の
絶
唱
「
澄
江

静

か
に
し
て

練

の
如
し
」
に
も
、
沈
約
と
の
繋
が
り
が
見
出
せ
る
。

ね
り
ぎ
ぬ

山
上
か
ら
遥
か
都
の
方
角
を
眺
め
、
美
し
い
夕
映
え
に
横
た
わ
る

長
江
を
描
い
た
こ
の
句
は
、
の
ち
に
李
白
の
絶
賛
を
得
て
謝
朓
の

評
価
を
押
し
上
げ
た[

]
。
こ
の
「
練
の
如
し
」
と
い
う
比
喩
が
、

20

東
陽
時
代
の
沈
約
、
そ
し
て
政
変
前
の
謝
朓
も
し
く
は
王
融
の
詩

に
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

・
花
樹
雑
為
錦
、
月
池
皎
如
練
（
花
樹

雑
わ
り
て
錦
と
為
り
、

、
、

ま
じ

月
池

皎
と
し
て
練
の
如
し
）

謝
朓
「
別
王
僧
孺
」（
一
作
王
融
詩[

]

）

21

・
望
秋
月
、
秋
月
光
如
練
（
秋
月
を
望
む
、
秋
月

光
は
練
の
如

、
、

し
）

沈
約
「
八
詠･

登
台
望
秋
月
」

・
餘
霞
散
成
綺
、
澄
江
静
如
練
（
余
霞

散
じ
て
綺
と
成
り
、
澄

、
、

江

静
か
に
し
て
練
の
如
し
）謝

朓
「
晩
登
三
山
還
望
京
邑

」
27

「
別
王
僧
孺
」
は
、
永
明
十
一
年
（
四
九
三
）
、
晋
安
郡
太
守
王

徳
元
に
随
行
す
る
王
僧
孺
を
送
別
し
た
も
の
で
、
月
影
が
漂
う
滑

ら
か
な
水
面
を
「
練
の
如
し
」
と
描
い
て
い
る
。
色
と
り
ど
り
の

花
を
「
錦
」
に
喩
え
た
上
の
句
と
の
対
は
美
し
く
、
こ
こ
か
ら
「
餘

霞
散
成
綺
、
澄
江
静
如
練
」
と
い
う
変
奏
が
生
み
出
さ
れ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
自
然
の
景
物
を
「
練
」
に
喩
え
た
表
現
は
こ
れ
以

前
に
例
が
な
く
、
送
別
の
場
で
は
、
こ
の
句
の
斬
新
な
美
し
さ
に
、

賞
賛
の
声
が
上
が
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
謝
朓
の
本
集
に
は

収
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
王
融
の
作
と
す
る
説
も
あ
る
。

「
八
詠
」
は
、
沈
約
が
東
陽
太
守
の
と
き
、
婺
江
の
ほ
と
り
に

建
て
た
玄
暢
楼
で
詠
ん
だ
連
作
で
あ
る
。
白
く
冴
え
わ
た
る
月
光

を
「
練
」
に
喩
え
る
着
想
は
、
明
ら
か
に
「
別
王
僧
孺
」
を
襲
っ

て
い
る
。
こ
の
詩
と
、
謝
朓
「
晩
登
三
山
還
望
京
邑

」
と
の
先

27

後
関
係
は
定
め
ら
れ
な
い
。

政
変
前
の
「
別
王
僧
孺
」
が
、
仮
に
王
融
の
作
で
あ
っ
た
な
ら

ば
、
沈
約
と
謝
朓
は
、
そ
の
直
後
に
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
て
無

残
な
最
期
を
遂
げ
た
王
融
の
表
現
を
、
そ
れ
ぞ
れ
都
を
発
っ
て
か

ら
用
い
た
こ
と
に
な
る
。
い
か
な
る
動
機
が
働
い
た
の
か
探
っ
て

み
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
沈
約
と
謝
朓
が
、
地

方
や
そ
の
途
上
で
美
し
い
景
色
を
目
に
し
た
と
き
、
旧
友
の
秀
句

あ
る
い
は
自
身
の
旧
作
に
思
い
を
致
し
、
ま
た
互
い
を
意
識
し
な

が
ら
「
練
の
如
し
」
と
詠
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
十
分
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
は
二
人
に
と
っ
て
、
往
事
へ
の
追
憶
と
旧
友
へ
の
思

い
に
誘
わ
れ
る
表
現
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

も
う
一
例
、
謝
朓
と
沈
約
を
繋
ぐ
表
現
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
玄

暢
楼
に
登
っ
て
美
し
い
夕
映
え
を
め
で
た
沈
約
は
、
日
没
と
と
も

に
色
を
失
う
山
水
を
前
に
、
郷
愁
を
募
ら
せ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
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落
暉
映
長
浦
、
焕
景
燭
中
潯
。
雲
生
嶺
乍
黒
、
日
下
渓
半
陰
。

信
美
非
吾
土
、
何
事
不
抽
簪
（
落
暉

長
浦
に
映
じ
、
焕
景

、
、
、
、
、

中
潯
に
燭
す
。
雲
生
じ
て
嶺
は

乍

ち
黒
く
、
日
下
り
て
渓
は

た
ち
ま

半
ば
陰
な
り
。

信

に
美
な
る
も
吾
が
土
に
非
ず
、
何
事
ぞ
簪

ま
こ
と

を
抽
か
ざ
ら
ん
）

沈
約
「
登
玄
暢
楼
」

ぬ

謝
朓
も
宣
城
に
出
る
前
、
き
ら
び
や
か
な
宮
中
を
描
き
な
が
ら
、

切
実
な
帰
隠
願
望
を
吐
露
し
た
。

信
美
非
吾
室
、
中
園
思
偃
仰
。
朋
情
以
鬱
陶
、
春
物
方
駘
蕩
。

、
、
、
、
、

安
得
凌
風
翰
、
聊
恣
山
泉
賞
（
信
に
美
な
る
も
吾
が
室
に
非

ず
、
中
園
に
偃
仰
せ
ん
こ
と
を
思
う
。
朋
情

以
て
鬱
陶
た
り
、

春
物

方
に
駘
蕩
た
り
。
安
ん
ぞ
風
を
凌
ぐ

翰

を
得
て
、
聊

ま
さ

し
の

つ
ば
さ

か
山
泉
の
賞
を

恣

に
せ
ん
）

謝
朓
「
直
中
書
省

」

ほ
し
い
ま
ま

30

こ
れ
ら
の
詩
に
見
え
る
「
信
美
非
吾
～
」
は
、
周
知
の
と
お
り

王
粲
「
登
楼
賦

」
の
「
雖
信
美
而
非
吾
土
兮
（
信
に
美
な
り
と

11

雖
も
吾
が
土
に
非
ず
）」
を
用
い
て
、
そ
こ
が
自
分
の
居
場
所
で
は

な
い
こ
と
を
憂
え
た
表
現
で
あ
る
。
董
卓
の
乱
後
、
劉
表
の
も
と

で
長
ら
く
冷
遇
を
受
け
た
王
粲
の
句
は
、
不
遇
を
抱
え
て
異
郷
に

あ
る
者
の
思
い
を
託
す
も
の
と
な
り
、
た
と
え
ば
西
晋
の
潘
岳
に

も
、
都
か
ら
追
放
さ
れ
た
嘆
き
を
載
せ
て
「
信
美
非
吾
土
、
秖
攪

、
、
、
、
、

懐
帰
志
（
信
に
美
な
る
も
吾
が
土
に
非
ず
、
秖
だ
帰
る
を
懐
う
の

た

志
を
攪
す
の
み
）
」
（
「
在
懐
県
作
詩
二
首

」
其
二
）
と
詠
じ
た

み
だ

26

句
が
あ
る[

]

。
沈
約
と
謝
朓
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
同
じ

22

時
期
、
同
じ
政
局
不
穏
を
背
景
と
し
て
詠
わ
れ
た
二
人
の
句
に
は
、

互
い
を
意
識
し
た
痕
跡
を
認
め
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

（
二
）
詩
の
応
酬
と
謝
朓
「
酬
徳
賦
」

次
に
、
二
人
の
詩
文
の
応
酬
を
見
て
み
た
い
。
沈
約
は
建
武
三

年
（
四
九
六
）
の
春
か
夏
ご
ろ
東
陽
か
ら
都
に
帰
り
、
輔
国
将
軍･

五
兵
尚
書
を
経
て
国
子
祭
酒
と
な
っ
た
。
謝
朓
も
同
じ
年
の
末
に
、

中
書
郎
と
し
て
召
還
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
永
泰
元
年
（
四
九
八
）

に
は
岳
父
王
敬
則
の
謀
叛
を
告
発
し
た
こ
と
に
よ
り
、
尚
書
吏
部

郎
に
抜
擢
さ
れ
る
。
二
人
の
詩
の
応
酬
は
、
こ
の
時
期
わ
ず
か
に

数
首
が
残
る
の
み
だ
が[

]

、
深
い
交
流
が
見
て
取
れ
る
。

23

ま
ず
、
謝
朓
の
「
在
郡
臥
病
呈
沈
尚
書

」
は
、
宣
城
の
病
床

26

か
ら
都
の
沈
約
に
寄
せ
た
詩
で
あ
る
。
土
地
の
特
産
や
旬
の
食
べ

も
の
を
詠
み
込
ん
で
、
隠
棲
の
よ
う
な
自
由
な
暮
ら
し
ぶ
り
を
描

い
た
あ
と
、
沈
約
と
の
再
会
を
夢
に
み
て
「
良
辰
竟
何
許
、
夙
昔

夢
佳
期
（
良
辰

竟
に
何
許
ぞ
、
夙
昔

佳
期
を
夢
み
る
）」
と
詠
っ

た
。
沈
約
は
「
和
謝
宣
城

」
を
返
し
て
、
謝
朓
と
夢
に
交
わ
っ

30

た
こ
と
を
「
神
交
疲
夢
寐
、
路
遠
隔
思
存
（
神
交
り
て
夢
寐
に
疲

れ
、
路
遠
く
し
て
思
存
隔
た
る
）」
と
詠
い
、
沈
約
へ
の
思
慕
を
深

め
て
い
る
。

ま
た
、
沈
約
は
、
国
子
祭
酒
の
こ
ろ
田
園
を
歩
き
、
豊
か
に
実

っ
た
作
物
を
色
鮮
や
か
に
描
い
て
、
田
園
に
惹
か
れ
る
思
い
を
「
荒

渠
集
野
雁
、
安
用
昆
明
池
（
荒
渠
に
野
雁
集
ま
る
、
安
ん
ぞ
昆
明

池
を
用
い
ん
）
」
（
「
行
園
」
）
と
詠
っ
た
。
謝
朓
は
そ
の
歓
び
に
寄

り
添
っ
て
「
君
有
棲
心
地
、
伊
我
歓
既
同
（
君
に
棲
心
の
地
有
り
、
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伊
れ
我

歓
び
は
既
に
同
じ
）
」（
「
和
沈
祭
主
行
園
」）
と
唱
和
し
、

「
何
用
甘
泉
側
、
玉
樹
望
青
葱
（
何
ぞ
用
い
ん

甘
泉
の
側
に
、
玉

樹

青
葱
た
る
を
望
む
を
）
」
と
、
宮
中
で
は
な
く
田
園
の
素
朴
な

自
然
に
向
か
う
気
持
ち
に
共
感
を
寄
せ
て
い
る
。

前
述
の
と
お
り
、
永
泰
元
年
（
四
九
八
）
に
明
帝
が
崩
御
し
て

東
昏
侯
が
即
位
す
る
と
、
時
局
を
案
じ
た
沈
約
は
桐
柏
山
に
退
い

た
。
謝
朓
は
翌
年
、
側
近
ら
の
権
力
闘
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
刑
死

す
る
。
三
十
六
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。

謝
朓
が
沈
約
に
宛
て
た
「
酬
徳
賦
」
は
、
死
の
直
前
の
永
泰
元

年
（
四
九
八
）
あ
る
い
は
建
武
四
年
（
四
九
七
）
の
作
と
さ
れ
る[

]

。

24

こ
の
賦
は
、
西
邸
で
才
筆
を
揮
っ
た
永
明
時
代
か
ら
、
め
ま
ぐ
る

し
い
政
変
と
地
方
転
出
を
経
て
ふ
た
た
び
都
に
仕
官
す
る
ま
で
の

激
動
の
半
生
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
沈
約
と
の
交
情
と
感
謝
の
思

い
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
が
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
謝

朓
が
沈
約
を
無
二
の
理
解
者
と
見
な
し
、
と
も
に
隠
棲
し
た
い
と

結
ぶ
部
分
で
あ
る
。

嗟
民
生
之
知
用
、
知
莫
深
於
知
己
。
彼
知
己
之
為
深
、
信
懐

、
、
、
、
、
、

之
其
何
已
（
嗟

民
生
の
知
用
は
、
己
を
知
る
よ
り
深
き
は
莫

あ
あ

き
を
知
る
。
彼
の
己
を
知
る
の
深
き
を
為
す
、

信

に
之
を
懐

ま
こ
と

う
こ
と
其
れ
何
ぞ
已
ま
ん
）

世
の
推
移
と
自
身
の
境
遇
に
思
い
を
致
し
、「
こ
の
世
で
功
を
成

す
に
は
何
よ
り
己
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
沈
約
は
自
分
を

深
い
と
こ
ろ
ま
で
理
解
し
て
く
れ
る
、
ま
こ
と
に
そ
の
思
い
は
尽

き
る
こ
と
が
な
い
」
と
述
べ
て
、
沈
約
が
知
己
で
あ
る
こ
と
に
深

い
感
慨
を
催
し
て
い
る
。
こ
の
あ
と
、
か
弱
い
自
分
の
成
長
を
支

え
、
時
に
は
安
ら
ぎ
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
、
友
愛
を
も
っ
て
互
い

を
高
め
合
え
る
よ
う
な
関
係
を
結
べ
た
こ
と
を
喜
ぶ
内
容
も
見
え

る[
]

。
沈
約
の
東
陽
赴
任
を
回
想
し
た
場
面
で
は
、
自
ら
を
謝
霊

25

運
と
謝
恵
連
に
重
ね
て
送
別
の
場
面
を
描
き[

]

、
宣
城
赴
任
の
際

26

に
沈
約
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
謝

朓
に
と
っ
て
沈
約
は
、
志
を
と
も
に
し
苛
酷
な
体
験
を
も
共
有
し

た
先
輩
で
あ
り
、
確
か
な
拠
り
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

賦
の
末
尾
で
は
、
沈
約
が
東
陽
の
金
華
山
に
仙
道
を
求
め
た
の

は
、
都
の
脅
威
や
毀
誉
褒
貶
か
ら
離
れ
て
身
を
守
る
た
め
だ
っ
た

と
述
べ
、
自
分
も
沈
約
と
手
を
携
え
て
仙
界
に
昇
り
た
い
、
万
物

み
な
一
体
と
な
る
境
地
に
到
っ
て
世
俗
の
価
値
観
な
ど
打
ち
捨
て

た
い
と
結
ぶ
の
で
あ
る
。

聞
夫
君
之
東
守
、
地
隠
蓄
而
懐
仙
…
…
悟
寰
中
之
迫
脅
、
欲

軽
挙
而
舎
旃
。
離
寵
辱
於
毀
誉
、
去
夭
伐
於
腥
膻
。
忽
携
手

以
上
征
、
躋
中
皇
之
修
迥
…
…
斉
天
地
於
倏
忽
、
安
事
人
間

之
紆
婞
哉
。（
夫
君
の
東
守
た
る
を
聞
く
、
地
は
隠
蓄
に
し
て

仙
を
懐
く
…
…
寰
中
の
迫
脅
す
る
を
悟
り
、
軽
挙
し
て
旃
を
舎

こ
れ

す

て
ん
と
欲
す
。
寵
辱
を
毀
誉
よ
り
離
れ
、
夭
伐
を
腥
膻
よ
り

去
る
。
忽
ち
手
を
携
え
て
以
て
上
征
し
、
中
皇
の
修
迥
た
る

に
躋
ら
ん
…
…
天
地
を
倏
忽
た
る
に
斉
し
く
し
、
安
ん
ぞ
人

の
ぼ

間
の
紆
婞
を
事
と
せ
ん
や
。）
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「
寄
言
賞
心
者
」
の
句
に
戻
る
と
、
政
変
が
起
こ
っ
て
沈
約
が

東
陽
へ
赴
任
し
た
翌
年
、
宣
城
に
出
た
謝
朓
は
、
敬
亭
山
の
神
聖

な
山
水
に
触
れ
て
「
賞
心
の
客
に
言
寄
せ
る
、
性
に
か
な
う
隠
棲

、
、

、

の
道
こ
そ
最
善
だ
」
（
「
遊
山
」
）
と
呼
び
か
け
た
。
都
に
帰
っ
た

二
人
は
と
も
に
宮
中
に
仕
え
た
が[

]

、
明
帝
の
崩
御
に
よ
っ
て
新

27

た
な
紛
擾
が
生
じ
た
こ
ろ
、
謝
朓
は
、
一
番
の
理
解
者
「
知
己
」

、
、

で
あ
る
沈
約
と
の
交
情
に
深
い
感
慨
を
込
め
て
、
と
も
に
喧
噪
を

逃
れ
て
隠
遁
し
た
い
（
「
酬
徳
賦
」
）
と
伝
え
、
沈
約
は
身
を
避
け

た
桐
柏
山
で
、
仙
境
の
ご
と
き
山
水
に
身
心
の
解
放
を
得
て
「
賞、

心
の
客
に
言
寄
せ
る
、
晩
年
に
は
君
も
こ
こ
へ
来
て
共
に
過
ご
そ

、

、

う
」
（
「
遊
沈
道
士
館

」
）
と
誘
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
賞
心

22

の
客
」
へ
の
呼
び
か
け
は
、
謝
朓
と
沈
約
が
互
い
を
知
己
な
る
存

在
と
意
識
し
て
交
わ
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

無
論
、
憶
測
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
士
大
夫
が
隠
遁
志

向
を
詠
う
の
は
詩
の
常
套
で
あ
り[
]

、
乱
世
で
は
、
こ
と
ば
の
裏

28

に
別
の
思
い
が
潜
む
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
、
政
変
後
、
地
方
へ
転

出
す
る
二
人
の
詩
に
こ
れ
ほ
ど
共
通
の
表
現
が
あ
り
、
互
い
を
意

識
し
た
痕
跡
が
見
え
る
こ
と
、
そ
の
後
の
詩
の
応
酬
や
謝
朓
の
「
酬

徳
賦
」
か
ら
、
単
な
る
社
交
辞
令
と
は
見
な
し
難
い
深
い
交
流
が

う
か
が
え
る
こ
と
は
、
こ
の
推
論
を
支
え
る
材
料
と
な
る
だ
ろ
う

か
。

五

そ
の
他

（
一
）
西
邸
周
辺
―
―
虞
羲･

任
昉･

何
遜

次
に
西
邸
周
辺
の
例
を
検
討
す
る
。
虞
羲
、
任
昉
、
何
遜
の
例

は
制
作
時
期
が
確
定
で
き
な
い
が
、
謝
朓
や
沈
約
の
詩
と
ほ
ぼ
同

時
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

虞
羲
は
、
西
邸
に
招
か
れ
た
人
物
で
あ
り
、
鍾
嶸
『
詩
品
』
に

よ
る
と
、
謝
朓
に
詩
の
才
能
を
認
め
ら
れ
た
と
い
う[

]
。
秋
の
月

29

を
細
や
か
に
描
い
た
次
の
詩
は
、
西
邸
で
競
作
さ
れ
た
詠
物
詩
の

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

虞
羲
「
詠
秋
月
」

秋
月
を
詠
ず

１

影
麗
高
台
端

影
は
高
台
の
端
に
麗
し
く

光
入
長
門
殿

光
は
長
門
殿
に
入
る

３

初
生
似
玉
鈎

初
め
て
生
ず
る
は
玉
鈎
に
似

裁
満
如
団
扇

満
を
裁
ち
て
団
扇
の
如
し

５

泛
濫
浮
陰
来

泛
濫
し
て

浮
陰

来
た
り

金
波
時
不
見

金
波

時
と
し
て
見
え
ず

７

儻
遇
賞
心
者

儻
し
賞
心
の
者
に
遇
わ
ば

、
、
、

も

照
之
西
園
宴
。

之
を
西
園
の
宴
に
照
ら
せ
。

高
台
に
懸
か
る
姿
、
宮
殿
に
射
し
込
む
光
、
満
ち
欠
け
の
形
状

な
ど
を
描
出
し
、「
も
し
「
賞
心
の
者
」
に
出
逢
っ
た
ら
、
西
園
の

宴
を
照
ら
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
る
。
こ
の
「
賞
心
の
者
」

は
、
「
月
を
め
で
る
者
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
月
を
擬
人
化
し
た
呼

び
か
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
賞
心
」
は
月
に
と
っ
て
の
知
音
、
月

に
と
っ
て
の
真
の
理
解
者
を
い
う
表
現
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
西

邸
の
詠
物
詩
に
は
自
然
や
器
物
の
人
格
化
が
多
く
見
ら
れ
、
例
え

ば
謝
朓
に
も
、
愛
し
い
君
に
出
会
っ
て
手
折
ら
れ
た
梅
や
敷
か
れ
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る

筵

を
描
い
た
同
座
の
句
が
あ
り[

]

、
こ
の
月
の
擬
人
化
と
も

む
し
ろ

30

趣
き
が
似
る
。

ま
た
、「
遇
」
字
を
用
い
て
「
賞
心
」
と
の
出
会
い
を
詠
い
、「
賞

心
」
の
後
に
人
を
表
す
語
を
付
す
表
現
は
、
謝
霊
運
を
踏
ま
え
た

謝
朓
の
「
賞
心
於
此
遇
」
句
（
「
之
宣
城
出
新
林
浦
向
版
端

」
）

、
、

、

27

や
「
寄
言
賞
心
客
」
句
（
「
遊
山
」
）
と
も
通
じ
て
い
る
。
謝
朓
が

、
、
、

虞
羲
の
詩
才
を
称
え
た
こ
と
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
あ
る
い
は
両
者

の
間
に
、
影
響
関
係
を
認
め
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
し
、
虞
羲
の
こ
の
「
賞
心
者
」
は
、
月
に
と
っ
て
の
知
音

で
は
な
く
、
「
め
で
る
心
」
を
も
つ
者
の
意
味
で
あ
る
可
能
性
も
残

さ
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
「
賞
心
」
の
語
は
梁
に
か
け
て
「
め

で
る
心
、
鑑
賞
す
る
心
」
の
意
味
へ
と
変
容
し
て
ゆ
く
。

任
昉
（
四
六
〇
～
五
〇
八
）
も
ま
た
、
西
邸
の
「
竟
陵
八
友
」

の
一
人
で
あ
り
、
竟
陵
王
の
行
状
を
著
す
（
『
文
選
』
巻
六
〇
所
収
）

な
ど
散
文
に
優
れ
た
。
沈
約
と
並
ん
で
「
任
筆
沈
詩
」
と
称
さ
れ
、

沈
約
が
墓
誌
銘
を
書
い
て
い
る[

]

。
次
の
詩
は
、
招
聘
さ
れ
な
が

31

ら
官
に
就
か
な
い
旧
知
の
高
潔
さ
を
慕
う
内
容
で
あ
る
。

任
昉
「
贈
徐
徴
君
」

徐
徴
君
に
贈
る

１

促
生
悲
永
路

促
生

永
路
を
悲
し
み

早
交
傷
晩
別

早
交

晩
別
を
傷
む

３

自
我
隔
容
徽

我

容
徽
を
隔
て
し
よ
り

於
焉
徂
歳
月

焉
に
於
て
歳
月
徂
く

こ
こ

ゆ

５

情
非
山
河
阻

情
は
山
河
の
阻
む
に
非
ず

意
似
江
湖
悦

意
は
江
湖
に
悦
ぶ
に
似
た
り

７

東
皐
有
儒
素

東
皐
に
儒
素
有
り

杳
与
栄
名
絶

杳
と
し
て
栄
名
と
絶
つ

９

曾
是
違
賞
心

曾

ち
是
れ
賞
心
に
違
う

、
、
、

す
な
わ

曷
用
箴
余
缺

曷
を
用
て
か
余
が
欠
を

箴

め
ん

、
、
、

な
に

も
っ

わ

い
ま
し

眇
焉
追
平
生

眇
焉
と
し
て
平
生
を
追
い

11

塵
書
廃
不
閲

塵
書

廃
し
て
閲
せ
ず

信
此
伊
能
已

信

に
此
に
伊
れ
能
く
已
ま
ん

ま
こ
と

こ

13

懐
抱
豈
暫
輟

懐
抱

豈
に
暫
く
も
輟
め
ん
や

や

何
以
表
相
思

何
を
以
て
か
相
思
を
表
さ
ん

15

貞
松
擅
厳
節
。

貞
松

厳
節
を

擅

に
す
。

ほ
し
い
ま
ま

冒
頭
で
別
れ
て
久
し
い
こ
と
を
憂
え
、
名
利
と
は
無
縁
の
徐
君

の
生
き
方
を
真
の
儒
者
だ
と
称
え
る
。
第
９

句
で
「
な
ん
と
も[

]

10

32

「
賞
心
」
に
違
っ
て
し
ま
っ
た
、
ど
う
や
っ
て
私
の
過
ち
を
戒
め

て
も
ら
え
よ
う
か
」
と
嘆
き
、
は
る
か
往
事
に
思
い
を
馳
せ
て
、

徐
君
へ
の
思
い
を
操
あ
る
松
に
託
す
。

「
違
賞
心
」
と
は
、
具
体
的
に
何
を
い
う
の
か
。
下
の
句
の
「
箴

余
缺
」
は
、
過
ち
を
正
し
て
く
れ
る
知
己
と
の
永
別
を
嘆
く
表
現

と
し
て
、
顔
延
之
が
著
し
た
陶
淵
明
の
誄
に
「
叡
音
永
矣
、
誰
箴、

余
闕
、
嗚
呼
哀
哉
（
叡
音

永
き
か
な
、
誰
か
余
が
闕
を
箴
め
ん
、

、
、

と
お

嗚
呼

哀
し
き
哉
）
」
（
「
陶
徴
士
誄

」
）
と
見
え
る
。
任
昉
は
こ

57

れ
に
拠
っ
た
可
能
性
が
高
く[

]

、
と
す
れ
ば
、
上
の
句
の
「
違
賞

33

心
」
も
、
知
己
た
る
徐
君
と
の
別
れ
を
い
う
文
脈
で
理
解
す
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

徐
君
と
の
別
離
は
、
第
３
句
に
「
隔
容
徽
」
と
記
さ
れ
る
が
、
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そ
れ
が
麗
し
い
外
見
を
描
く
の
に
対
し
て
、
第
９
句
で
は
心
が
通

じ
合
う
よ
う
な
関
係
性
の
喪
失
を
示
す
。「
違
」
字
は
、
物
理
的
な

別
れ
だ
け
で
な
く
、
思
い
に
背
く
と
い
っ
た
心
理
的
乖
離
も
表
す

[
]

こ
と
か
ら
、
「
違
賞
心
」
は
、
任
昉
が
仕
官
の
た
め
に
徐
君
と

34別
れ
た
こ
と
を
回
想
し
た
表
現
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
「
賞
心
」

は
、
徐
君
が
「
真
の
理
解
者
」
、
知
己
で
あ
る
こ
と
を
表
す
言
葉
で

は
な
い
だ
ろ
う
か[

]

。
謝
霊
運
や
謝
朓
が
「
賞
心
」
と
の
出
会
い

35

を
「
邂
逅
」
や
「
遇
」
の
字
で
表
し
た
の
と
、
逆
の
発
想
で
あ
る
。

「
徐
徴
君
」
に
つ
い
て
は
、
『
南
斉
書
』
高
逸
伝
に
載
せ
る
徐
伯

珍
（
四
一
四
～
四
九
七
）
を
指
す
と
す
る
説
が
あ
り[
]

、
そ
れ
に

36

従
え
ば
沈
約
「
遊
沈
道
士
館

」
よ
り
前
の
作
と
な
る
。
召
さ
れ

22

て
も
出
仕
せ
ず
、
学
問
の
研
鑽
に
専
念
す
る
生
き
方
は
詩
の
内
容

に
一
致
す
る
が
、
確
た
る
根
拠
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
何
遜
（
？
四
六
六
～
？
五
一
九
）
は
、
若
い
こ
ろ
范
雲

や
沈
約
に
文
才
を
認
め
ら
れ
た
が
、
西
邸
の
メ
ン
バ
ー
で
は
な
く
、

梁
の
天
監
年
間
に
奉
朝
請
で
起
家
し
た
。
次
の
詩
は
、
役
所
の
前

の
竹
を
眺
め
て
「
崔
録
事
」
な
る
人
物
に
答
え
た
詩
で
あ
り
、
そ

れ
が
斉
の
始
安
王
蕭
遥
光
の
記
室
で
あ
っ
た
崔
慰
祖
（
四
六
五
～

四
九
九
）
で
あ
れ
ば
、
梁
よ
り
前
の
作
と
な
る[

]

。

37

何
遜
「
望
廨
前
水
竹
答
崔
録
事
」

廨
前
の
水
竹
を
望
み
、
崔
録
事
に
答
う

１

蕭
蕭
藂
竹
映

蕭
蕭
と
し
て
藂
竹
映
え

淡
淡
平
湖
静

淡
淡
と
し
て
平
湖
静
か
な
り

３

葉
倒
漣
漪
文

葉
は
漣
漪
の
文
に

倒

に

さ
か
し
ま

水
漾
檀
欒
影

水
は
檀
欒
の
影
を

漾

わ
す

た
だ
よ

５

相
思
不
会
面

相
い
思
う
も
会
面
せ
ず

相
望
空
延
頸

相
い
望
み
て
空
し
く
頸
を
延
ば
す

７

遠
天
去
浮
雲

遠
天

浮
雲
去
り

長
墟
斜
落
景

長
墟

落
景
斜
め
な
り

９

幽
痾
与
歳
積

幽
痾
は
歳
と
与
に
積
も
り

賞
心
随
事
屛

賞
心
は
事
に
随
い
て

屛

け
ら
る

、
、

、

し
り
ぞ

郷
念
一
邅
回

郷
念

一
に
邅
回
し

11

白
髪
生
俄
頃
。

白
髪

俄
頃
に
生
ず
。

湖
畔
の
竹
を
眺
め
な
が
ら
崔
君
を
思
い
、
雲
の
消
え
た
空
、
夕

映
え
の
村
落
へ
と
視
線
を
投
じ
て
、
第
９

句
で
「
病
は
年
々
積

10

み
重
な
り
、
「
賞
心
」
は
何
か
に
つ
け
て
隔
て
ら
れ
る
」
と
嘆
く
。

こ
の
「
賞
心
」
は
、
景
色
や
風
情
を
め
で
る
心
も
ち
、
楽
し
み
を

表
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
美
し
い
山
水
を
前
に
し
て
、
隔

た
り
覆
わ
れ
る
（
「
屛
」
）
と
嘆
く
こ
と
か
ら
（
内
面
に
お
け
る
減

退
や
消
失
を
嘆
く
も
の
で
は
な
い
）
、
こ
の
「
賞
心
」
は
、
仲
間
と

と
も
に
す
る
賞
翫
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
る
だ
ろ
う
。
こ
の
詩
の

背
後
に
は
、
崔
君
の
不
在
を
憂
え
、
君
と
と
も
に
こ
の
す
ば
ら
し

い
景
色
を
眺
め
た
い
と
い
う
思
い
も
読
み
取
れ
る
。
何
遜
に
は
も

う
一
首
、「
崔
録
事
」
に
宛
て
た
詩
「
与
崔
録
事
別
兼
叙
携
手
」
が

あ
り
、
そ
こ
で
も
、
病
や
仕
事
の
た
め
に
と
も
に
楽
し
め
な
い
こ

と
を
憂
え
、
美
し
い
秋
の
再
会
を
心
待
ち
に
し
て
い
る[

]

。
た
だ

38

し
、
こ
の
「
賞
心
」
は
、
「
真
の
理
解
者
」
の
意
味
で
あ
り
、
崔
録

事
の
よ
う
な
知
己
そ
の
も
の
を
指
す
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
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（
二
）
梁
簡
文
帝
以
降

さ
ら
に
時
代
が
下
る
と
、
簡
文
帝
の
二
首
と
陳
代
の
二
首
に
「
賞

心
」
の
語
が
見
え
る
。
す
べ
て
が
謝
霊
運
「
擬
魏
太
子
鄴
中
集
詩

八
首
並
序

」
の
有
名
な
一
節
「
天
下
良
辰
美
景
、
賞
心
楽
事
、

、
、

30

四
者
難
幷
。
今
昆
弟
友
朋
、
二
三
諸
彦
、
共
尽
之
矣
（
天
下
の
良

、

、

辰･

美
景
、
賞
心･
楽
事
、
四
者

幷
せ
難
し
。
今

昆
弟
友
朋
、
二

あ
わ

三
の
諸
彦
、
共
に
之
を
尽
く
す
）」
を
襲
用
し
、
宴
遊
に
お
け
る
賞

翫
や
楽
し
み
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

梁
簡
文
帝
蕭
綱
「
晩
日
後
堂
詩
」

５

花
留
蛺
蝶
粉

花
は
留
む

蛺
蝶
の
粉

竹
翳
蜻
蜓
珠

竹
は
翳
う

蜻
蜓
の
珠

お
お

７

賞
心
無
与
共

賞
心

与
に
共
に
す
る
無
く

、
、

、
、

染
翰
独
踟
蹰

翰
を
染
め
て
独
り
踟
蹰
す

ふ
で

梁
簡
文
帝
蕭
綱
「
九
日
賦
韻
詩
」

５

遠
燭
承
歌
黛

遠
燭

歌
黛
を
承
け

斜
橋
聞
履
声

斜
橋

履
声
を
聞
く

７

梁
塵
下
未
息

梁
塵
下
り
て
未
だ
息
ま
ず

や

共
愛
賞
心
幷
。

共
に
賞
心
の
幷
さ
る
を
愛
す
。

、
、
、

あ
わ

顧
野
王
「
餞
友
之
綏
安
詩
」

友
の
綏
安
に
之
く
を
餞
す

５

悟
彼
芳
歳
新

彼
の
芳
歳
の
新
た
な
る
を
悟
り

愜
此
賞
心
会

此
に
賞
心
の
会
す
る
に
愜
う

、
、
、

７

絲
竹
邯
鄲
倡

糸
竹

邯
鄲
の
倡

朋
游
鄴
中
蓋

朋
游

鄴
中
の
蓋

釈
洪
偃
「
登
呉
昇
平
亭
」

呉
の
昇
平
亭
に
登
る

９

独
遊
乏
徒
侶

独
り
遊
び
て

徒
侶
乏
く

な

徐
歩
寡
逢
迎

徐
ろ
に
歩
き
て

逢
迎
寡
な
し

す
く

信
矣
非
吾
託

信
な
る
か
な

吾
が
託
す
る
に
非
ず

11

賞
心
何
易
幷
。

賞
心

何
ぞ
幷
せ
易
き
。

、
、

、

簡
文
帝
の
二
首
は
、
庭
園
の
春
景
を
と
も
に
め
で
る
者
が
い
な

い
寂
し
さ
、
重
陽
の
宴
を
仲
間
と
と
も
に
楽
し
む
喜
び
を
詠
い
、

残
り
の
二
首
も
宴
遊
を
仲
間
と
共
に
す
る
喜
び
と
、
共
に
で
き
な

い
嘆
き
を
詠
っ
て
い
る
。
「
共
」
「
幷
」
「
会
」
と
い
っ
た
動
詞
を

用
い
る
措
辞
も
謝
霊
運
を
襲
う
が
、
謝
霊
運
の
「
賞
心
」
が
「
晤

言
の
適
（
語
ら
い
の
喜
び
）」
を
も
た
ら
す
集
い
の
一
要
素
で
あ
り

[
]

、
四
つ
の
要
素
が
揃
う
こ
と
を
「
幷
」
、
そ
の
喜
び
を
と
も
に

39謳
歌
す
る
こ
と
を
「
共
」
の
字
で
表
す
の
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
「
共
」

「
幷
」「
会
」
は
「
賞
心
」
の
み
を
対
象
と
し
、
他
者
と
の
「
賞
心
」

の
共
有
を
言
う
。「
賞
心
」
の
意
味
も
、
謝
霊
運
の
そ
れ
が
山
水
と

は
関
係
な
く
、
と
も
に
語
ら
う
同
志
や
知
己
の
象
徴
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
こ
こ
で
は
、
美
し
い
景
色
や
宴
を
賞
翫
し
楽
し
む
心
の

意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
謝
霊
運
の
表
現
を
踏
ま
え
つ
つ
も
特

筆
す
べ
き
独
創
性
は
な
く
、
仲
間
と
の
場
の
共
有
、
娯
し
み
の
分

か
ち
合
い
を
表
す
も
の
と
し
て
、
定
型
化
、
常
套
化
し
て
い
る
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る[

]

。

40
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ま
た
、
文
章
で
は
、
天
監
十
二
～
十
七
年
（
五
一
三
～
五
一
八
）

の
成
立
と
さ
れ
る
鍾
嶸
『
詩
品
』
の
中
に
、
「
文
学
を
解
す
る
心
、

め
で
る
心
」
の
意
味
で
「
賞
心
」
の
語
が
確
認
で
き
る
。

欣
泰･

子
真
、
並
希
古
勝
文
、
鄙
薄
俗
製
。
賞
心
流
亮
、
不
失
雅

、
、

宗
。
（
欣
泰･

子
真
は
、
並
び
に
古
を
希
い
て
文
に
勝
り
、
俗
製

ね
が

を
鄙
し
み
薄
ん
ず
。
賞
心
は
流
亮
に
し
て
、
雅
宗
を
失
わ
ず
。）

う
と

『
詩
品
』
巻
下

斉
の
張
欣
泰
と
范
縝
に
つ
い
て
、
古
の
風
格
を
追
求
す
る
態
度

を
評
価
し
た
箇
所
で
あ
り
、「
詩
の
趣
き
を
理
解
し
め
で
る
心
」
す

な
わ
ち
鑑
賞
眼
が
清
く
冴
え
わ
た
る
こ
と
を
言
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

六

「
賞
心
」
の
変
容
と
そ
の
背
景

以
上
、「
賞
心
」
の
語
の
受
容
の
様
相
を
辿
っ
て
き
た
。
謝
朓
と

沈
約
は
、
謝
霊
運
と
同
じ
「
真
の
理
解
者
」
の
意
味
で
、
お
そ
ら

く
は
互
い
の
存
在
を
意
識
し
な
が
ら
「
賞
心
」
の
語
を
用
い
た
。

謝
霊
運
と
同
じ
よ
う
に
、
政
変
後
の
地
方
転
出
と
い
う
境
遇
に
置

か
れ
た
と
き
、
二
人
は
、
謝
霊
運
の
人
生
に
自
分
自
身
を
重
ね
な

が
ら
そ
の
作
品
を
な
ぞ
り
、
こ
と
ば
を
取
り
込
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

二
人
と
同
じ
く
、
西
邸
の
文
壇
に
出
入
り
し
て
い
た
任
昉
や
お
そ

ら
く
は
虞
羲
も
、
己
の
本
質
を
理
解
す
る
者
の
意
味
で
「
賞
心
」

の
語
を
用
い
た
可
能
性
が
大
き
い
。

一
方
、
沈
約
や
謝
朓
ら
と
は
距
離
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
江
淹[

]41

は
、
殷
仲
文
お
よ
び
謝
霊
運
の
詩
風
を
模
擬
し
た
「
雑
体
詩
」
の

中
で
、
独
自
の
用
法
を
展
開
し
た
。
謝
霊
運
と
は
違
え
て
「
心
に

賞
す
る
も
の
」
「
（
山
水
を
）
賞
す
る
心
」
の
意
味
で
用
い
た
が
、

そ
こ
に
は
、
謝
霊
運
の
造
語
を
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
や
モ
ザ
イ
ク
の
よ

う
に
嵌
め
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
謝
霊
運
ら
し
さ
、
つ
ま
り
山
水

描
写
の
興
趣
を
演
出
し
よ
う
と
す
る
創
意
が
見
て
取
れ
た
。

西
邸
と
は
関
わ
り
の
な
い
何
遜
の
例
は
、
お
そ
ら
く
は
美
し
い

景
色
や
風
情
を
め
で
る
心
も
ち
、
つ
ま
り
「
め
で
る
心
」
を
表
し

て
お
り
、
友
の
不
在
の
中
で
楽
し
み
が
減
っ
た
こ
と
を
憂
え
た
表

現
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
さ
ら
に
下
っ
て
簡
文
帝
や
陳
代
の
作
に

な
る
と
、
宴
遊
を
共
に
す
る
仲
間
が
い
る
か
い
な
い
か
を
言
う
も

の
と
し
て
、
「
め
で
る
心
」
「
賞
翫
す
る
心
」
を
表
す
用
法
が
定
着

し
て
い
た
。
か
つ
て
謝
霊
運
は
、
建
安
文
壇
を
模
し
た
作
品
の
序

文
で
、
理
想
の
集
い
に
不
可
欠
な
要
素
を
「
良
辰
、
美
景
、
賞
心
、

楽
事
」
と
記
し
た
が
、
簡
文
帝
な
ど
は
、
こ
の
「
賞
心
」
も
、
賞

翫
の
楽
し
み
を
象
徴
す
る
よ
う
な
、
「
楽
事
」
に
近
い
表
現
と
捉
え

て
取
り
込
ん
だ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
鍾
嶸
『
詩
品
』
に
は
、

「
文
学
の
価
値
を
解
す
る
心
」
を
表
す
例
も
見
受
け
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
賞
心
」
の
語
は
、
斉
か
ら
梁
に
か
け
て
「
め
で

る
心
」
を
表
す
例
が
現
れ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
「
賞
」
一
字
の
意

味
の
変
容
お
よ
び
表
現
の
拡
大
が
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

六
朝
に
お
け
る
「
賞
」
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
れ
た
先
行

研
究
の
蓄
積
が
あ
り
、
つ
と
に
小
尾
郊
一
氏
が
、
謝
霊
運
の
こ
ろ

か
ら
梁
代
に
か
け
て
自
然
を
眺
め
楽
し
む
意
味
の
用
例
が
増
え
る

こ
と
、
そ
れ
は
自
然
美
を
愛
好
し
鑑
賞
す
る
態
度
が
発
達
し
た
結

果
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る[

]

。
ま
た
、
佐
竹
保
子
氏
は
、
一

42
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連
の
論
考
に
お
い
て
「
賞
」
の
原
義
―
―
甲
か
ら
乙
へ
価
値
あ
る

な
に
も
の
か
が
与
え
ら
れ
、
乙
か
ら
甲
へ
そ
の
価
値
に
ぴ
っ
た
り

と
合
致
す
る
別
の
な
に
か
を
返
す
―
―
を
究
明
し
、
そ
の
中
身
が

目
に
見
え
る
「
物
」
か
ら
理
解
や
感
動
へ
と
変
化
す
る
こ
と
や
、

六
朝
後
半
期
の
詩
文
に
は
「
賞
」
の
原
義
が
希
薄
化
し
て
、
軽
い

意
味
で
の
「
た
の
し
み
」
「
た
の
し
む
」
を
表
す
例
が
現
れ
る
こ
と

を
指
摘
す
る[

]

。
筆
者
は
改
め
て
、
謝
霊
運
の
「
賞
」
を
軸
に
そ

43

の
後
の
詩
の
用
法
を
辿
っ
た
と
こ
ろ
、
と
り
わ
け
西
邸
文
壇
か
ら

集
い
の
描
写
に
「
賞
」
字
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
社
交
性
と

娯
楽
性
を
増
す
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
が
、

以
下
、
簡
単
に
要
点
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

「
賞
」
は
謝
霊
運
に
お
い
て
、
永
嘉
左
遷
を
機
に
対
象
を
人
間

か
ら
山
水
へ
と
拡
大
す
る
。
そ
れ
は
、
今
言
う
よ
う
な
鑑
賞
や
賞

翫
の
意
味
で
は
な
く
、
山
水
の
中
に
真
理
を
発
見
し
道
を
体
得
す

る
と
い
っ
た
、
特
別
な
体
験
を
表
す
も
の
で
あ
っ
た
。
謝
霊
運
以

降
、
山
水
を
対
象
と
し
た
用
法
は
継
承
さ
れ
る
が
、
次
第
に
超
俗

的
、
宗
教
的
な
色
合
い
が
薄
れ
、
遊
戯
性
を
帯
び
て
賞
翫
全
般
を

表
す
も
の
と
な
る
。
質
量
と
も
に
西
邸
の
文
壇
が
及
ぼ
し
た
作
用

は
大
き
く
、
竟
陵
王
は
西
邸
の
集
い
を
「
賞
会
」
と
呼
び
、
王
融

は
「
人
外
賞
」
「
結
賞
」
「
神
賞
」
と
詠
っ
て
「
賞
」
の
字
の
定
着

と
熟
語
化
を
促
し
た[

]

。
こ
れ
ら
の
例
に
は
、
世
俗
と
隔
絶
し
た

44

境
地
を
め
で
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
る
が
、
や
が
て
謝
朓
は
荊

州
、
宣
城
へ
の
外
任
を
機
に
、
宴
遊
の
場
で
の
歓
び
や
楽
し
み
を

表
す
の
に
「
賞
」
の
字
を
多
用
し
、
一
気
に
表
現
の
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
広
げ
た
。
「
遊
」
字
と
並
ん
だ
「
遊
賞
」
、
酒
を
表
す
語
と

直
に
結
び
つ
い
た
「
清
樽
賞
」
、
時
や
数
量
、
時
間
幅
を
表
す
語
と

結
び
つ
い
た
「
旧
賞
」
「
一
賞
」
「
賞
方
融
（
賞

方
に
融
し
）
」
な

ま
さ

な
が

ど
、
遊
び
の
様
相
を
具
体
的
に
示
す
表
現
が
見
受
け
ら
れ
る[

]

。

45

西
邸
で
は
他
に
も
個
別
の
花
を
め
で
る
「
賞
」
の
例
が
散
見
し
、

梁
代
に
は
、
「
賞
」
が
、
喜
び
を
表
す
「
歓
」
や
「
悦
」
の
字
と
対

に
な
る
例
も
出
現
す
る[

]

。
つ
ま
り
、
「
賞
」
が
謝
霊
運
の
宗
教

46

的
な
体
験
か
ら
、
社
交
的･

娯
楽
的
な
賞
翫
の
意
味
へ
と
変
容
し
て

定
着
し
、
多
様
な
熟
語
化
が
進
ん
で
表
現
の
幅
を
拡
大
す
る
流
れ

[
]

と
軌
を
一
に
し
て
、
「
賞
心
」
の
語
も
「
め
で
る
心
、
賞
翫
す

47る
心
」
を
表
す
例
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
謝
霊
運
が
創
出
し
た
「
賞
心
」
の
語
が
、
斉
か
ら

梁
に
か
け
て
、
受
容
の
過
程
で
「
真
の
理
解
者
」
か
ら
「
め
で
る

心
」
の
意
味
へ
と
変
容
す
る
こ
と
、
そ
の
背
景
に
「
賞
」
一
字
の

用
法
の
変
化
が
関
係
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

『
文
選
』
に
お
い
て
「
賞
心
」
の
語
は
、
謝
霊
運
の
六
首
と
、

本
稿
で
取
り
上
げ
た
江
淹
「
雑
体
詩

」、
謝
朓
「
之
宣
城
出
新
林

31

浦
向
版
橋

」、
沈
約
「
遊
沈
道
士
館

」
に
見
え
る
。
今
な
お
こ

27

22

れ
ら
の
解
釈
に
揺
れ
が
あ
る
の
は[

]

、
「
賞
心
」
の
語
が
も
と
も

48

と
多
義
性
を
孕
む
こ
と
に
加
え
、『
文
選
』
の
中
に
謝
霊
運
と
受
容

後
の
作
品
が
混
在
し
、
受
容
の
様
相
も
江
淹
と
謝
朓･

沈
約
と
で
異

な
る
こ
と
、
梁
に
か
け
て
意
味
の
変
容
が
生
じ
、
唐
代
へ
継
承
さ

れ
た
こ
と
に
拠
る
の
で
は
な
い
か
。

謝
霊
運
を
模
し
た
江
淹
「
雑
体
詩
」
が
、
『
文
選
』
に
収
録
さ
れ
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た
こ
と
も
影
響
す
る
だ
ろ
う
。
江
淹
は
「
賞
心
」
を
「
め
で
る
心
」

の
意
味
に
塗
り
替
え
て
、
謝
霊
運
の
山
水
詩
の
世
界
に
嵌
め
込
ん

だ
。『
文
選
』
の
中
の
こ
と
ば
は
、
解
釈
の
上
で
相
互
に
参
照
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、「
雑
体
詩
」
に
よ
っ
て
、
謝
霊
運
の
も
と
の
「
賞

心
」
の
解
釈
も
「
め
で
る
心
」
の
方
向
へ
引
っ
張
ら
れ
た
可
能
性

が
想
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
謝
霊
運
の
「
相

逢
行
」
が
『
文
選
』
に
採
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

こ
の
詩
は
、
謝
霊
運
が
「
賞
心
」
の
語
を
用
い
た
詩
の
う
ち
唯
一

『
文
選
』
に
採
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
、
乱
世
で
本
音
が
曝
け
出

せ
る
知
己
と
の
出
会
い
を
求
め
て
「
邂
逅
賞
心
人
、
与
我
傾
懐
抱

（
賞
心
の
人
に
邂
逅
し
、
我
と
懐
抱
を
傾
く
）」
と
詠
う
。
そ
こ
に

山
水
は
登
場
せ
ず
、「
山
水
を
め
で
る
心
」
と
い
っ
た
解
釈
は
導
き

得
な
い[

]

。
こ
の
詩
が
『
文
選
』
に
入
っ
て
い
れ
ば
、
謝
霊
運
の

49

「
賞
心
」
は
、
あ
る
い
は
「
真
の
理
解
者
」
と
い
う
解
釈
が
主
と

な
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

『
文
選
』
は
、
諸
家
の
注
が
施
さ
れ
、
規
範
を
形
成
し
な
が
ら

唐
以
降
の
文
学
に
取
り
込
ま
れ
て
ゆ
く
。『
文
選
』
の
こ
と
ば
を
見

つ
め
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の
創
作
を
考
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
。

一
方
、
時
に
は
『
文
選
』
の
外
に
目
を
向
け
て
み
る
こ
と
も
、
有

用
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
謝
朓
「
遊
山
」
の
「
賞
心
の
客
」

へ
の
呼
び
か
け
か
ら
、
沈
約
と
の
深
い
関
係
が
炙
り
出
さ
れ
る
よ

う
に
、
謝
霊
運
「
相
逢
行
」
の
「
邂
逅
賞
心
人
」
の
句
か
ら
、
知

己
と
の
出
会
い
を
求
め
る
思
い
が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
、
ま
た

違
っ
た
景
色
が
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

〈「賞心」の変容〉
心にめでるもの（＝心賞）

江淹「雑体詩」殷仲文

真の理解者（謝霊運） めでる心（梁･唐代）

謝朓「之宣城出新林浦向版橋」 江淹「雑体詩」謝霊運

謝朓「遊山」

沈約「遊沈道士館」 ？何遜「望廨前水竹答崔録事」

？虞羲「詠秋月」

任昉「贈徐徴君」 簡文帝「晩日後堂詩」「九日賦韻詩」

顧野王「餞友之綏安詩」

釈洪偃「登呉昇平亭」

『詩品』

「賞」の変容･拡大

（娯楽性･社交性、用例の増加･熟語化）

真価を認める 賞翫する･たのしむ
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〈
政
変
後
の
地
方
転
出
を
め
ぐ
っ
て
謝
朓
と
沈
約
に
共
通
す
る
表
現
〉

謝

朓

沈

約

典

拠

官
と
隠
の
両
立

既
懽
懐
禄
情
、
復
協
滄
洲
趣

忘
帰
属
蘭
杜
、
懐
禄
寄
芳
荃

久
露
干
禄
請
、
始
果
遠
遊
諾

、
、

、
、

、
、

「
之
宣
城
出
新
林
浦
向
版
橋

」

「
早
発
定
山

」

謝
霊
運
「
富
春
渚

」

27

27

26

都
と
の
隔
絶

囂
塵
自
茲
隔
、
賞
心
於
此
遇

紛
吾
隔
囂
滓
、
寧
假
濯
衣
巾

、
、

、

、
、
、

「
之
宣
城
出
新
林
浦
向
版
橋

」

「
新
安
江
水
至
清
浅
見
底
貽
京
邑
遊
好

」

27

27

理
想
の
赴
任

幸
涖
山
水
都
、
復
値
清
冬
緬

夙
齢
愛
遠
壑
、
晩
莅
見
奇
山

早
蒞
建
徳
郷
、
民
懐
虞
芮
意

、

、

、

「
遊
山
」

「
早
発
定
山

」

謝
霊
運
「
遊
嶺
門
山
」

27

｢

練｣

の
比
喩

餘
霞
散
成
綺
、
澄
江
静
如
練

望
秋
月
、
秋
月
光
如
練

花
樹
雑
為
錦
、
月
池
皎
如
練

、
、

、
、

、
、

「
晩
登
三
山
還
望
京
邑

」

「
八
詠･

登
台
望
秋
月
」

謝
朓
「
別
王
僧
孺
」（
一
作
王
融
詩
）

27

現
状
へ
の

信
美
非
吾
室
、
中
園
思
偃
仰

信
美
非
吾
土
、
何
事
不
抽
簪

雖
信
美
而
非
吾
土
兮

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、

違
和
感

「
直
中
書
省

」

「
登
玄
暢
楼
詩
」

王
粲
「
登
楼
賦

」

30

11

「
賞
心
の
客
」

寄
言
賞
心
客
、
得
性
良
為
善

寄
言
賞
心
客
、
歳
暮
爾
来
同

寄
言
摂
生
客
、
試
用
此
道
推

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

、
、

、

へ
の
呼
び
か
け

「
遊
山
」

「
遊
沈
道
士
館

」

謝
霊
運
「
石
壁
精
舎
還
湖
中
作

」

22

22

- 174 -

注

[

１]

拙
稿
「
謝
霊
運
の
「
賞
心
」
と
「
賞
」
」（
『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
七

三

二
〇
二
〇
）。

[

２]

上
海
古
籍
出
版
社

二
〇
一
七
。
模
擬
対
象
で
あ
る
直
近
詩
人
の
没

年
お
よ
び
『
詩
品
』
な
ど
周
辺
文
献
の
記
述
を
検
証
し
て
定
め
る
。

[

３]

高
橋
和
巳
「
江
淹
の
文
学
」
（
『
高
橋
和
巳
作
品
集
』
九

河
出
書
房

新
社

一
九
七
二
）
。

[

４]

森
博
行
「
江
淹
「
雑
体
詩
」
三
十
首
に
つ
い
て
」
（
『
中
国
文
学
報
』

二
七

一
九
七
七
）
、
稀
代
麻
也
子
「
江
淹
「
雑
体
詩
」
の
陶
淵
明
」（
『
筑

波
中
国
文
化
論
叢
』
二
八

二
〇
〇
九
）、
川
合
康
三
「
「
自
適
」
の
生

成
―
陶
淵
明･

江
淹･

白
居
易
」
（
『
林
田
愼
之
助
博
士
傘
寿
記
念

『
三

国
志
』
論
集
』
二
〇
一
二
）
な
ど
。

[

５]

沈
約
「
宋
書
謝
霊
運
伝
論
」
（
『
文
選
』
巻
五
〇
）
に
「
仲
文
始
革
孫

許
之
風
、
叔
源
大
変
太
元
之
気
」
と
あ
る
。

[

６]

本
稿
で
は
、
『
文
選
』
所
収
の
詩
文
は
『
文
選
』
（
胡
刻
本
、
た
だ
し

五
臣
注
は
陳
八
郎
本
）
に
拠
り
、
便
宜
上
、
詩
題
の
下
に
ア
ラ
ビ
ア
数

字
で
巻
数
を
記
し
た
。
そ
れ
以
外
は
、
下
記
あ
る
い
は
逯
欽
立
輯
校
『
先

秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』
（
中
華
書
局

一
九
八
三
）
に
拠
り
、
そ
の
他

の
テ
キ
ス
ト
に
拠
る
場
合
は
出
典
を
記
し
た
。
顧
紹
柏
『
謝
霊
運
集
校

注
』
（
里
仁
書
局

二
〇
〇
四
）
、
曹
融
南
『
謝
朓
集
校
注
』
（
中
華
書

局

二
〇
一
九
）、
陳
慶
元
『
沈
約
集
校
箋
』（
浙
江
古
籍
出
版
社

一

九
九
五
）
、
李
伯
斉
『
何
遜
集
校
注
（
修
訂
本
）
』
（
中
華
書
局

二
〇

一
〇
）。

[

７]

「
心
賞
」
の
例
は
、
鮑
照
「
白
頭
吟

」
に
「
心
賞
猶
難
恃
」
、
謝
霊

、
、

28

運
「
石
室
山
」
に
「
如
与
心
賞
交
」
、
謝
朓
「
京
路
夜
発

」
に
「
懐

、
、

27

人
去
心
賞
」
な
ど
。
本
稿
は
、
「
心
賞
」
と
「
賞
心
」
は
本
来
同
義
で

、
、

は
な
い
と
考
え
る
。

[

８]

「
平
明
登
雲
峰
、
杳
与
廬
霍
絶
。
碧
鄣
長
周
流
、
金
潭
恒
澄
澈
。
桐

林
帯
晨
霞
、
石
壁
映
初
晰
。
乳
竇
既
滴
瀝
、
丹
井
復
寥
泬
。
嵒
崿
転
奇

秀
、
岑
崟
還
相
蔽
。
赤
玉
隠
瑶
渓
、
雲
錦
被
沙
汭
。
夜
聞
猩
猩
啼
、
朝

見
鼯
鼠
逝
。
南
中
気
候
暖
、
朱
華
凌
白
雪
。
幸
遊
建
徳
郷
、
観
奇
経
禹

穴
」。

[

９]

「
石
壁
精
舎
還
湖
中
作

」
に
「
寄
言
摂
生
客
」
、
「
登
石
門
最
高
頂

、
、

22

」
に
「
処
順
故
安
排
」
、「
石
門
新
営
所
住
四
面
高
山
迴
渓
石
瀬
脩
竹

、
、

22茂
林

」
に
「
冀
与
智
者
論
」。

、
、
、
、

30

[
]

謝
朓
の
山
水
描
写
や
謝
霊
運
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
興
膳
宏
「
謝

10
朓
詩
の
抒
情
」（
『
乱
世
を
生
き
る
詩
人
た
ち
―
六
朝
詩
人
論
』
第
四
章

研
文
出
版

二
〇
〇
九
。
初
出
は
一
九
七
〇
）
、
佐
藤
正
光
「
宣
城

時
代
の
謝
朓
」（
『
南
朝
の
門
閥
貴
族
と
文
学
』
第
七
章

汲
古
書
院

一
九
九
七
。
初
出
は
一
九
八
九
）
に
詳
論
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
謝
朓

の
「
賞
心
」
の
語
は
、
謝
霊
運
の
山
水
観
を
象
徴
し
た
も
の
と
と
る
。

[
]

同
様
の
表
現
は
、
そ
の
後
の
「
含
情
尚
労
愛
、
如
何
離
賞
心
」
（
「
晩

、
、

11
出
西
射
堂

」
）
、「
永
絶
賞
心
望
、
長
懐
莫
与
同
」（
「
酬
従
弟
恵
連

」
）

、
、

22

25

に
も
見
え
る
。

[
]

玄
豹
の
話
は
『
列
女
伝
』
賢
明
伝･

陶
答
子
妻
に
見
え
る
。
ま
た
、
洪

12
順
隆
「
謝
朓
の
作
品
に
現
わ
れ
た
「
危
懼
感
」
」（
『
日
本
中
国
学
会
報
』

二
六

一
九
七
四
）
は
、
謝
朓
の
隠
遁
思
想
が
、
保
全
を
図
ろ
う
と
す

る
「
危
懼
感
」
を
伴
う
こ
と
を
論
じ
、
最
も
顕
著
な
例
と
し
て
「
之
宣

城
出
新
林
浦
向
版
橋
」
詩
を
挙
げ
る
。

[
]

「
遊
山
」
「
賽
敬
亭
山
廟
喜
雨
」
「
祀
敬
亭
山
廟
」
「
敬
亭
山
詩
」
「
祀

13
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敬
亭
山
春
雨
」
「
往
敬
亭
路
中
」
（
最
後
の
二
首
は
幕
僚
と
の
聯
句
）
。

[
]

謝
霊
運
「
初
去
郡

」
に
「
畢
娶
類
尚
子
、
薄
遊
似
邴
生
」
。「
勝
迹
」

、
、

、
、

14

26

は
、
も
と
は
『
韓
非
子
』
喩
老
の
「
戦
勝
、
故
肥
也
」
に
基
づ
く
。

[
]

石
碩
『
謝
朓
詩
の
研
究
―
そ
の
受
容
と
展
開
』
第
七
章
（
研
文
出
版

15

二
〇
一
九
。
初
出
は
二
〇
一
八
）。

[
]

沈
約
「
桐
柏
山
金
庭
館
碑
」
（
『
芸
文
類
聚
』
巻
七
八
）
に
「
置
道
士

16
十
人
、
用
祈
嘉
祉
。
約
以
不
才
首
膺
斯
任
、
永
棄
人
群
、
竄
景
窮
麓
」
。

な
お
、
宋･

施
宿
『
嘉
泰

会
稽
志
』
巻
二
〇
、
高
似
孫
『
嘉
定

剡
録
』

巻
六
上
は
「
遊
沈
道
士
館
」
の
詩
題
を
「
遊
沈
道
士
金
庭
館
」
に
作
る
。

[
]

前
掲
「
遊
南
亭

」
、
「
田
南
樹
園
激
流
植
援

」
、
「
相
逢
行
」
第
一

17

22

30

章
、「
石
壁
精
舎
還
湖
中
作

」
。

22

[
]

沈
約
の
東
陽
赴
任
の
時
期
お
よ
び
在
任
期
間
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る

18
が
、
本
稿
で
は
今
場
正
美
「
東
陽
太
守
時
代
の
沈
約
」（
『
隠
逸
と
文
学
』

第
二
篇
第
一
章
第
三
節

朋
友
書
店

二
〇
〇
三
。
初
出
は
二
〇
〇
一
）

に
拠
っ
た
。

[
]

「
建
徳
郷
」
は
『
荘
子
』
山
木
篇
に
「
南
越
有
邑
焉
、
名
為
建
徳
之

、
、

19
国
。
其
民
愚
而
朴
、
少
私
而
寡
欲
」
と
記
さ
れ
る
理
想
の
国
。「
虞
」「
芮
」

は
周
の
文
王
の
時
代
、
譲
り
合
い
の
精
神
で
領
土
問
題
を
解
決
し
た
国

の
名
（
『
史
記
』
周
本
紀
）。
ち
な
み
に
、
江
淹
「
雑
体
詩
」
の
謝
霊
運

の
詩
に
は
「
幸
遊
建
徳
郷
」
と
あ
り
、
謝
朓
の
「
幸
涖
山
水
都
」
を
謝

、

、
、
、

、
、

霊
運
の
「
早
蒞
建
徳
郷
」
句
に
織
り
交
ぜ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

、
、
、

[
]

石
碩
氏
前
掲
注[

]

著
書
、
第
三
章
「
「
李
白
と
謝
朓
」
再
考
―
「
澄

20

15

江
浄
如
練
」
句
の
受
容
と
展
開
」
（
初
出
は
二
〇
一
六
）
に
詳
し
い
。

[
]

『
芸
文
類
聚
』
巻
二
九
人
部･

別
上
は
謝
朓
「
別
王
僧
孺
」
、『
古
文
苑
』

21
巻
九
は
王
融
「
別
王
丞
僧
孺
」
。『
古
詩
紀
』
は
王
融
（
巻
六
七
）
と
謝

朓
（
巻
六
九
）
の
両
方
に
「
別
王
丞
僧
孺
」
の
題
で
収
め
る
。

[
]

こ
の
ほ
か
曹
植
「
雑
詩
二
首

」
其
二
に
「
呉
会
非
我
郷
、
安
能
久

22

29

留
滞
」
、
鮑
照
「
夢
帰
郷
」
に
「
此
土
非
吾
土
、
慷
慨
当
告
誰
」
な
ど
。

[
]

謝
朓
「
酬
徳
賦
」
は
、
宣
城
太
守
と
東
南
海
太
守
に
出
る
際
に
も
沈

23
約
か
ら
詩
を
贈
ら
れ
た
こ
と
を
記
す
が
、
残
ら
な
い
。

[
]

制
作
時
期
お
よ
び
内
容
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
正
光
「
謝
朓
の
「
酬
徳

24
賦
」
に
つ
い
て
」（
『
松
岡
榮
志
教
授
還
暦
記
念

中
国
学
芸
聚
華
』
白

帝
社

二
〇
一
二
）
、
同
「
謝
朓
の
生
涯
に
お
け
る
岐
路
と
政
局
―
「
酬

徳
賦
」
を
中
心
と
し
て
」（
『
六
朝
学
術
学
会
報
』
二
〇

二
〇
一
九
）

が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

[
]

「
牽
弱
葛
之
蔓
延
、
寄
陵
風
於
松
杞
。
指
曲
蓬
之
直
達
、
固
有
憑
於

25
原
泉
。
彼
排
虚
与
蹠
実
、
又
相
鳴
於
林
沚
。
興
伐
木
於
友
生
、
詠
承
筐

於
君
子
。
矧
景
行
之
在
斯
、
方
寄
言
於
同
恥
。
求
相
仁
於
積
習
、
寓
神

心
於
名
理
」。

[
]

「
我
艤
舟
以
命
徒
、
将
洎
徂
於
南
夏
。
既
勖
予
以
炯
戒
、
又
引
之
以

26
風
雅
」
。
佐
藤
正
光
「
謝
朓
の
「
酬
徳
賦
」
に
つ
い
て
」（
前
掲
注[

]

）

24

に
指
摘
が
あ
る
。

[
]

『
南
斉
書
』
崔
慰
祖
伝
に
は
、
こ
の
時
期
、
沈
約
と
謝
朓
が
と
も
に

27
宮
中
に
集
っ
た
こ
と
が
「
国
子
祭
酒
沈
約･

吏
部
郎
謝
朓
嘗
於
吏
部
省

中
賓
友
俱
集
、
各
問
慰
祖
地
理
中
所
不
悉
十
餘
事
」
と
記
さ
れ
る
。

[
]

実
際
、
謝
朓
は
一
年
あ
ま
り
で
宣
城
か
ら
都
へ
戻
っ
て
い
る
。
佐
藤

28
正
光
「
宣
城
時
代
の
謝
朓
」
（
前
掲
注[

]

）
は
、
宣
城
期
の
強
い
退

10

隠
志
向
に
つ
い
て
、
謝
霊
運
を
意
識
し
た
虚
構
の
要
素
を
指
摘
す
る
。

[
]

『
詩
品
』
巻
下
に
「
梁
常
侍
虞
羲･

梁
建
陽
令
江
洪
子
陽
、
詩
奇
句
清

29
抜
、
謝
朓
常
嗟
頌
之
」
と
あ
る
。
虞
羲
の
生
没
年
は
不
詳
。
『
南
史
』
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王
僧
孺
附
伝
の
記
事
「
卒
於
晋
安
王
侍
郎
」
に
従
う
と
、
「
詠
秋
月
」

の
詩
は
謝
朓
の
「
賞
心
」
の
句
に
先
ん
じ
る
が
、『
文
選
』
李
善
注
（
巻

二
一
虞
羲
「
詠
霍
将
軍
北
伐
」
）
が
引
く
「
虞
羲
集
序
」
に
は
「
天
監

中
卒
」
と
あ
る
。

[
]

謝
朓
「
詠
落
梅
」
に
「
逢
君
後
園
讌
、
相
随
巧
笑
帰
」
、
「
同
詠
坐
上

30
所
見
一
物･

席
」
に
「
遇
君
時
採
擷
、
玉
座
奉
金
卮
」。

[
]

『
南
史
』
任
昉
伝
に
「
既
以
文
才
見
知
、
時
人
云
「
任
筆
沈
詩
」
」
な

31
ど
。
沈
約
「
太
常
卿
任
昉
墓
銘
」（
漢
魏
六
朝
百
三
家
集
「
梁
沈
約
集
」
）

は
「
天
才
俊
逸
、
文
雅
弘
備
。
心
為
学
府
、
辞
同
錦
肆
。
含
華
振
藻
、

鬱
焉
高
致
」
と
任
昉
の
才
能
を
称
え
る
。

[
]

「
曾
是
」
は
語
調
を
強
め
る
表
現
。
『
詩
経
』
大
雅･

蕩
に
「
曾
是
在

、
、

32
位
、
曾
是
在
服
」
、
謝
霊
運
「
還
旧
園
作
見
顔
范
二
中

」
に
「
曾
是

、
、

、
、

25

反
昔
園
」
な
ど
。

[
]

「
箴
闕
」
の
語
は
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
襄
公
四
年
に
臣
下
が
王
を
戒
め

33
る
意
味
で
「
命
百
官
、
官
箴
王
闕
」
と
見
え
る
が
、
「
箴
余
闕
」
は
他

、

、

に
類
例
を
見
出
せ
な
い
。

[
]

『
文
選
』
に
例
を
求
め
れ
ば
、
謝
霊
運
「
過
始
寧
墅

」
の
「
違
志
、
、

34

26

似
如
昨
、
二
紀
及
茲
年
」
は
官
界
に
入
っ
た
こ
と
、
傅
咸
「
贈
何
劭
王

済

」
の
「
槁
葉
待
風
飄
、
逝
将
与
君
違
」
は
都
か
ら
去
っ
て
地
方
に

、
、
、

25
行
く
こ
と
を
表
す
。

[
]

「
賞
心
」
を
「
快
意
、
快
心
願
」
（
馮
保
善
注
訳
『
新
訳
古
詩
源
』
下

35

三
民
書
局

二
〇
〇
六
）
、
「
譲
心
情
歓
暢
的
隠
逸
之
志
」
（
周
明
校

注
『
古
詩
源
校
注
』
下

商
務
印
書
館

二
〇
二
一
）
と
訳
す
も
の
も

あ
る
が
、
下
の
句
と
の
繋
が
り
が
弱
く
文
脈
上
の
飛
躍
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
自
然
の
幽
趣
を
め
で
る
心
に
背
く
」（
星
川
清
孝

『
古
詩
源
』
下

集
英
社

一
九
六
五
）
と
す
る
解
釈
も
、
こ
の
詩
に

山
水
に
関
す
る
叙
述
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
や
は
り
唐
突
の
感
が

あ
る
。

[
]

張
金
平
『
南
朝
学
者

任
昉
研
究
』
第
四
章
第
一
節
「
贈
答
詩
」
（
中

36
国
社
会
科
学
出
版
社

二
〇
一
五
）
。

[
]

李
伯
斉
『
何
遜
集
校
注
』（
中
華
書
局

二
〇
一
〇
）
は
崔
慰
祖
と
し
、

37
建
武
二
年
～
永
元
元
年
（
四
九
五
～
四
九
九
）
に
繫
け
る
。
な
お
、
こ

の
詩
を
顧
則
心
の
作
と
す
る
も
の
も
あ
る
が
（
『
古
詩
紀
』
巻
七
二
・

斉
七
引
『
選
詩
拾
遺
』
）、
校
注
は
何
遜
集
の
各
本
が
こ
の
詩
を
収
録
す

る
こ
と
か
ら
退
け
る
。

[
]

「
道
術
既
為
務
、
懽
悰
苦
未
幷
」
「
及
爾
沈
痾
愈
、
値
茲
秋
序
明
…
…

38
逝
将
窮
履
歴
、
方
欲
恣
逢
迎
」。

[
]

君
臣
の
集
い
に
お
け
る
君
主
側
の
問
題
点
を
挙
げ
て
、
「
豈
獲
晤
言
之

39
適
」
と
述
べ
る
。
詳
細
は
拙
稿
（
注[

１]

）
で
論
じ
た
。

[
]

こ
の
ほ
か
、
梁･

張
纘
「
与
陸
雲
公
叔
襄
兄
晏
子
書
」
（
『
梁
書
』
陸
雲

40
公
伝
）
に
も
「
朝
遊
夕
宴
、
一
載
于
斯
。
翫
古
披
文
、
終
晨
訖
暮
。
平

生
知
旧
、
零
落
稍
尽
、
老
夫
記
意
、
其
数
幾
何
。
至
若
此
生
、
寧
可
多

過
。
賞
心
楽
事
、
所
寄
伊
人
」
と
同
様
の
表
現
が
あ
る
。

、
、
、
、

[
]

大
屋
根
文
次
郎
「
永
明
文
学
の
流
派
と
そ
の
人
々
」
（
『
世
説
新
語
と

41
六
朝
文
学
』
早
稲
田
大
学
出
版
社

一
九
八
三
。
初
出
は
一
九
五
二
）

は
、
謝
朓･

沈
約･

王
融
ら
新
詩
派
に
対
し
て
江
淹
を
旧
詩
派
に
分
類
し
、

そ
の
特
徴
と
し
て
声
律
詩
病
を
追
究
し
な
い
こ
と
や
、
諷
諭
、
模
擬
、

十
句
詩
の
多
作
な
ど
を
指
摘
す
る
。
な
お
網
祐
次
『
中
国
中
世
文
学
研

究
―
南
斉･

永
明
時
代
を
中
心
と
し
て
』
上
篇
第
一
章
四
「
南
斉
の
世

相
」
（
新
樹
社

一
九
六
〇
）
は
、
梁･

蕭
繹
『
金
楼
子
』
説
蕃
が
、
西
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邸
の
士
林
に
江
淹
の
名
を
挙
げ
る
の
に
対
し
、
正
史
に
は
記
載
が
な
い

こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
理
由
を
寒
門
出
身
に
よ
る
も
の
か
と
述
べ
る
。

[
]

小
尾
郊
一
『
中
国
文
学
に
現
わ
れ
た
自
然
と
自
然
観
』
第
二
章
第
六

42
節
「
自
然
美
鑑
賞
」
（
岩
波
書
店

一
九
六
二
）。

[
]

「
中
国
古
典
に
お
け
る
「
賞
」(

上)

」
（
『
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
』

43
四
四

二
〇
〇
七
）
、
「
中
国
古
典
に
お
け
る
「
賞
」(

下)

」（
『
新
し
い

漢
字
漢
文
教
育
』
四
五

二
〇
〇
七
）
、「
『
世
説
新
語
』
の
「
賞
」
」（
『
六

朝
学
術
学
会
報
』
一
〇

二
〇
〇
九
）
な
ど
。

[
]

竟
陵
王
蕭
子
良
「
遊
後
園
」
、
王
融
「
棲
玄
寺
聴
講
畢
遊
邸
園
七
韻
、

44
応
司
徒
教
詩
」
、
同
「
遊
仙
詩
五
首
」
其
二
、
同
「
奉
和
月
下
詩
」
。

[
]

順
に
「
奉
和
随
王
殿
下
詩
十
六
首
」
其
七
、「
与
江
水
曹
至
干
浜
戯
」
、

45
「
和
劉
中
書
絵
入
琵
琶
峽
望
積
布
磯
詩
」
、
「
落
日
同
何
儀
曹
煦
」
、
「
奉

和
随
王
殿
下
詩
十
六
首
」
其
十
五
。

[
]

任
昉
「
詠
池
辺
桃
詩
」
に
「
聊
逢
賞
者
愛
、
棲
趾
傍
蓮
池
」
、
蕭
琛
「
別

、

46
蕭
諮
議
、
前
夜
以
酔
乖
例
今
昼
由
酲
、
敬
応
教
詩
」
に
「
俟
我
式
微
歳
、

共
賞
階
前
蘭
」
。
徐
君
蒨
「
共
内
人
夜
坐
守
歳
詩
」
に
「
歓
多
情
未
極
、

、

、

賞
至
莫
停
杯
」
、
荀
済
「
贈
陰
梁
州
詩
」
に
「
詩
酒
悦
風
雲
、
琴
歌
賞

、

、

、

桃
李
」。

[
]

西
邸
に
先
駆
け
て
、
劉
義
慶
『
世
説
新
語
』
に
も
娯
楽
性
を
帯
び
た

47
「
賞
翫
」
の
語
が
一
例
見
え
る
（
任
誕
篇
に
孫
統
の
放
逸
ぶ
り
を
「
毎

至
一
処
、
賞
翫
累
日
」
と
記
す
）
。
『
世
説
新
語
』
に
は
、
「
賞
」
の
熟

、
、

語
が
豊
富
に
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
以
外
は
人
物
の
評
価
に
関
す
る
も

の
で
あ
り
、
山
水
に
つ
い
て
は
「
戯
」
「
遊
」
「
会
心
」
「
有
勝
情
」
な

ど
と
記
さ
れ
て
「
賞
」
の
字
は
用
い
ら
れ
な
い
。『
世
説
新
語
』
の
「
賞
」

に
つ
い
て
は
、
佐
竹
保
子
氏
に
詳
論
が
あ
る
（
前
掲
注[

]

）。

43

[
]

林
田
愼
之
助
『
六
朝
の
文
学
覚
書
』
第
八
章
「
謝
霊
運
の
「
賞
心
」

48
に
つ
い
て
」
（
創
文
社

二
〇
一
〇
）
は
、
『
文
選
』
所
収
の
謝
霊
運
の

例
を
考
察
し
、
す
べ
て
「
自
分
の
心
を
識
っ
て
く
れ
る
人
」
の
意
味
に

解
す
べ
き
だ
と
論
じ
る
。
富
永
一
登
「
『
文
選
』
に
見
ら
れ
る
「
賞
心
」
」

（
『
国
語
国
文
論
集
』
五
〇

二
〇
二
〇
）
は
、『
文
選
』
の
注
釈
と
従

来
の
解
釈
を
検
討
し
、
謝
霊
運
詩
の
「
賞
」
字
に
付
さ
れ
た
李
善
注
の

釈
義
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
『
文
選
』
に
お
け
る
「
賞
心
」
は
す
べ
て

「
山
水
を
愛
で
る
心
」
の
意
で
あ
ろ
う
と
論
じ
る
。
本
稿
で
は
『
文
選
』

の
諸
注
に
は
考
察
が
及
ば
な
か
っ
た
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

[
]

前
稿
（
注[

１]

）
で
述
べ
た
が
、
こ
の
詩
は
お
そ
ら
く
党
錮
の
禁
を

49
逃
れ
た
張
升
が
、
帰
郷
の
途
上
で
友
に
出
く
わ
し
て
語
り
合
っ
た
話
が

意
識
さ
れ
て
い
る
。
詩
の
冒
頭
に
「
行
行
即
長
道
、
道
長
息
班
草
」
、『
後

、

、
、

漢
書
』
隠
逸
伝･

陳
留
老
父
に
「
去
官
郷
里
、
道
逢
友
人
、
共
班
草
而

、

、
、

言
」。

【
附
記
】
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）

「
『
文
選
』
の
規
範
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（
研
究
課
題
番
号
：1

9
H

0
1
2
3
7

）
お
よ
び
龍
谷
大
学
二
〇
二
一
年
度
国
内
研
究
員
に
よ
る
研
究
成

果
の
一
部
で
あ
る
。
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